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自然劇場 　10 月５日、おひさま保育園で運動会が行
われました。園児たちは練習してきたダンス
を披露し、かけっこ競技などにも全力で取り
組みました。

おひさま保育園運動会
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令
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5
年
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決
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概
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●
地
域
密
着
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老
人
ホ
ー
ム「
里
山
の
家　

木
島
平
」

●
村
長　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
43
億
９
２
９
８
万
円
（
前
年

度
比
2.9
％
増
）、
歳
出
総
額
42
億
２
８
０
９
万
円
（
前
年
度
比
3.6
％
増
）
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
へ
繰
り
越
し
た
財
源
10
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額

は
、
１
億
６
４
７
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
５
】

 　 　

令
和
５
年
度　

決
算
の
概
要

村
税
は
、
入
湯
税
が
１
６
５
万
円
減
少

し
た
も
の
の
、
固
定
資
産
税
、
村
民
税
が
わ

ず
か
に
増
加
し
た
た
め
、
前
年
度
比
1.4
％
増

の
４
億
２
５
２
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
歳
入
の
約
半
分
を
占
め
る
地
方

交
付
税
は
、
特
別
交
付
税
が
８
６
７
万

円
減
少
し
た
も
の
の
、
普
通
交
付
税
が

１
１
２
０
万
円
増
加
し
た
た
め
、
総
額
で

は
前
年
度
比
0.1
％
増
の
21
億
４
４
７
８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
33
・
３
％

減
の
２
億
４
８
８
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

基
金
等
繰
入
金
で
は
、
財
源
調
整
の
た

め
財
政
調
整
基
金
か
ら
４
億
９
１
６
４
万

円
繰
入
（
年
度
内
に
同
額
積
立
）
し
た
ほ

か
、
繰
上
償
還
の
た
め
減
債
基
金
か
ら

８
９
８
８
万
円
繰
入
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り

基
金
か
ら
４
２
０
０
万
円
を
繰
入
し
て
い

ま
す
。

　

地
方
債
で
は
、
中
学
校
外
装
改
修
工
事

な
ど
の
大
型
事
業
が
あ
っ
た
た
め
、
過
疎

対
策
事
業
債
が
８
０
０
０
万
円
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
比
57
・
１
％
増

の
２
億
８
２
０
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
費
で
は
、
前
年
度
比
25
・
３
％
増

の
９
億
５
９
４
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
積
立
金
に
よ

る
財
産
管
理
費
の
増
、
防
災
拠
点
と
し
て

旧
西
庁
舎
の
改
修
工
事
に
よ
る
庁
舎
管
理

費
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

商
工
費
で
は
、
前
年
度
比
56
・
２
％
減

の
２
億
７
７
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
観

光
施
設
の
民
営
化
に
よ
る
観
光
施
設
特
別

会
計
繰
出
金
１
億
３
４
７
０
万
円
の
減
の

ほ
か
、
商
品
券
配
布
事
業
や
村
内
誘
客
対

歳   

入

歳   

出

43 億 9,298 万円

 固定資産税  1 億 9,200 万円　 たばこ税  1,953 万円
 村民税　　  1 億 8,842 万円     入湯税　       41 万円
 軽自動車税　  　2,492 万円

村税の内訳

一般会計歳入 対前年度比 1 億 2,452 万円（2.9％）増

歳 入

地方債（6.4％）
2億 8,205 万円

地方譲与税等
交付金（3.9％）
1億 7,031 万円

繰越金（2.0％）
8,866 万円

繰入金（14.3％）
6億 2,790 万円

依存財源（69.6％）
30 億 5,813 万円

自主財源（30.4％）
13 億 3,485 万円

村税（9.7％）
4億 2,528 万円

使用料・分担金
その他（4.4％）
1億 9,301 万円

国庫・県支出金（10.5％）
4億 6,099 万円

地方交付税（48.8％）
21 億 4,478 万円
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策
事
業
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

教
育
費
で
は
、
前
年
度
比
47
・
８
％
増

の
４
億
９
３
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
中

学
校
外
装
改
修
、
若
者
セ
ン
タ
ー
改
修
な

ど
に
よ
り
工
事
費
の
増
、
ス
キ
ー
場
施
設

民
営
化
に
よ
る
施
設
利
用
に
係
る
使
用
料

の
増
、
学
校
給
食
特
別
会
計
が
一
般
会
計

に
変
更
と
な
り
、
給
食
食
材
費
計
上
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

公
債
費
で
は
、
繰
上
償
還
を
行
っ
た
た

め
、
前
年
度
比
20
％
増
の
５
億
１
０
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

42 億 2,809 万円

一般会計歳出 対前年度比 1 億 4,828 万円（3.6％）増

用  語  の  説  明

会計別決算の状況（単位：万円）
区分 会計名 歳入 歳出 差引

普通会計

一般会計 439,298 422,809 16,489

情報通信 7,147 6,787 360

奨学資金貸付事業 407 407 0

特別会計

後期高齢者医療 6,134 6,130 4

国民健康保険 56,314 56,170 144

介護保険 61,731 59,807 1,924

小水力発電 15,862 15,862 0

観光施設 168 168 0

公営企業
会計

水道事業
（収益事業勘定）

10,141 8,715 1,426

下水道事業
（収益事業勘定）

42,548 33,428 9,120

村の借金と貯金の状況
（普通会計の地方債残高と貯金の推移）

令和５年度決算額
　地方債残高（借金）
　　30 億 6,562 万円（対前年比 7.0％減）
　基金残高（貯金）
　　29 億 994 万円（対前年比 3.7％増）

借金残高 貯金残高
平成 10 年 88 億 8,177 万円 23 億 6,934 万円
平成 15 年 65 億 9,830 万円 22 億 2,600 万円
平成 20 年 31 億 5,710 万円 17 億 8,725 万円
平成 25 年 30 億 4,716 万円 26 億　867 万円
平成 30 年 32 億 4,637 万円 29 億　528 万円
 令和５年 30 億 6,562 万円 29 億　994 万円

0

20

40

60

80

100 借金残高

貯金残高

５年30 年25 年20 年15 年10 年

（億円）

土木費（14.4％）
6億 880 万円

公債費（11.8％）
5億 102 万円

商工費（4.9％）
2億 778 万円

農林水産業費（8.5％）
3億 5,826 万円

教育費（9.7％）
4億 934 万円

衛生費（4.3％）
1億 8,001 万円

消防費（4.6％）
1億 9,287 万円

議会費（1.1％）
4,544 万円

災害復旧費（0.1％）
491 万円

歳 出
民生費（18.0％）
7億 6,019 万円

総務費（22.7％）
9億 5,947 万円

平成 10 年～令和５年の状況

村民税・固定資産税などの税金

地方公共団体が一定水準の行政サービスを提

供できるように国から交付されるもの

事業を行うため国や金融機関から借りたお金

村税や施設使用料、各種手数料など村が自主

的に収入することのできるお金

国や県からの補助金など、一定の基準に基づ

き交付される村が収入額を決められないお金

村の事務、庁舎管理、村民活動の推進に要する経費

児童、高齢者、障がい者福祉、福祉医療など

に要する経費

地方債（借金）返済のための元利償還金などの経費

▶村　税
▶地方交付税

▶地方債
▶自主財源

▶依存財源

▶総務費
▶民生費

▶公債費
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木島平村第７次総合振興計画を策定しました

　村では、令和７年度から令和 14 年度までを計画期間とする木島平村第７次総合振興計画（基本構想、
基本計画）を策定しました。この計画は村の各種計画の最上位に位置するものです。本計画の実現に向け
て、村民の皆さんと協働して各種施策に取り組んでいきます。　　　　　　　【政策情報係　内線１１３】

　今後８年間にわたる村の目標とすべき将来像およびその実現のための５つの基本目標で構成されています。
〇将来像

〇施策
　基本構想に則し、その基本方針を具現化するための施策を体系的に示したものです。前期４年間、後期４
年間に分けて策定します。
〇重点プロジェクト
　日本全体の人口が減少していく中で、村でも人口減少が予測されています。この人口減少に対応するため
特に力を入れて分野横断的に取り組む４つのテーマを重点プロジェクトとして設定し、重点的に推進してい
きます。

住み続けたい暮らし実現プロジェクト

～未来へつながる安全安心で
　　　持続可能な暮らしを実現する～

少子化対策プロジェクト

～若者の結婚・出産・子育ての
　　　　　　　　　希望を叶える～

デジタル化推進プロジェクト

～デジタル技術を活用し
　地域の課題解決や魅力向上を図る～

魅力発信プロジェクト

～地域への誇りと愛着を育むとともに、
　新たな人の流れを村の活力につなげる～

誇りと愛着を育み、 一人ひとりが希望を持てる木島平

～誰もが暮らしやすい持続可能な村～

〇基本目標
　将来像を実現するための５つの基本目標は左図のとおりです。

「誇りと愛着を育み」は、村の魅力を改めて再認識し、村民が地域に誇りと愛着を持つことで「住み続
けたい」と思える村を目指します。

「一人ひとりが希望を持てる」は、子どもから若い世代、高齢者まで誰もが希望を持てそれぞれの多様
な幸せを実現できる村を目指します。
サブタイトルの「誰もが暮らしやすい持続可能な村」は、子どもから高齢者まで誰もが安心して暮らし
続けることができる村を目指します。
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後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
費
通
知

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
医
療
費
が
正
し
く
請
求
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療

費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

◉
通
知
対
象
期
間

・
令
和
５
年
11
月
お
よ
び
12
月

・
令
和
６
年
１
月
か
ら
10
月

◉
送
付
時
期

　

令
和
７
年
１
月
下
旬
頃

◉
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
分
の
確
定
申
告
期
間
中
に
医

療
費
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る
際
は
、
今
回

送
付
さ
れ
る
医
療
費
通
知
（
令
和
６
年
１

月
か
ら
10
月
分
）
と
併
せ
て
、
令
和
６
年

11
月
お
よ
び
12
月
診
療
分
の
医
療
機
関
等

か
ら
の
領
収
書
を
も
と
に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。　

※
デ
ー
タ
作
成
時
点
（
令
和
６
年
12
月
上

　

旬
）
で
被
保
険
者
が
亡
く
な
ら
れ
て
い

　

る
場
合
は
通
知
が
さ
れ
ま
せ
ん
。
亡
く

　

な
ら
れ
た
方
の
医
療
費
通
知
が
必
要
な

　

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ　

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

　

保
健
事
業
室

　

電
話
０
２
６
（
２
２
９
）
５
３
２
０

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

 

令
和
６
年
度
戦
没
者
・

 

満
州
開
拓
殉
難
者
追
悼
平
和
祈
念
式

 

◉
戦
争
の
悲
惨
さ
を
次
世
代
に
伝
え
、

　
　
　
　

平
和
の
尊
さ
と
誓
い
を
新
た
に

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
戦
没
者
な

ら
び
に
満
州
開
拓
殉
難
者
を
追
悼
し
、
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
追
悼

平
和
祈
念
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
村
か
ら
満
州
に
渡
り
、
苦
難

の
末
に
生
還
さ
れ
た
方
の
体
験
を
お
聞
き

す
る
平
和
祈
念
講
演
の
ほ
か
、
８
月
に
広

島
平
和
学
習
に
参
加
し
た
中
学
生
の
発
表

も
行
い
ま
す
。
一
般
の
方
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

終
戦
後
79
年
が
経
過
し
て
も
、
そ
の

体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ

継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◉
日
時　

11
月
８
日
（
金
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◉
場
所　

若
者
セ
ン
タ
ー
研
修
室

◉
平
和
祈
念
式
の
内
容

○
平
和
祈
念
講
演

　
「
戦
争
と
満
州
開
拓
の
悲
劇
」

　

講
師　

滝
澤　

博ひ
ろ
よ
し義　

氏（
大
町
区
出
身
）

○
平
和
学
習
発
表　

木
島
平
中
学
校
生
徒

○
追
悼
式　

黙
と
う
、
献
花　

ほ
か

◉
持
ち
物　

献
花
用
の
花

※
送
迎
を
ご
希
望
の
方
は
10
月
31
日（
木
）

　

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

災
害
に
負
け
な
い
地
域
に

村
ぐ
る
み
防
災
訓
練

○
日
時　

10
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
頃
か
ら

○
訓
練
想
定

　

今
回
の
村
ぐ
る
み
防
災
訓
練
は
、
大
規

模
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま
す
。

役
場
の
震
度
計
で
震
度
６
強
が
観
測
さ

れ
、
村
内
の
道
路
や
建
物
に
も
被
害
が
確

認
さ
れ
る
と
い
う
想
定
で
す
。

○
訓
練
概
要

①
各
地
区
の
訓
練

　

決
め
ら
れ
た
避
難
場
所
へ
の
避
難
訓
練

↓
区
災
害
対
策
本
部
の
設
置

↓
安
否
確
認
お
よ
び
情
報
伝
達

↓
消
防
団
員
と
連
携
し
た
独
自
訓
練

②
防
災
展
示
（
村
体
育
館
）
※
自
由
参
加

・
避
難
所
体
験

・
防
災
用
エ
ア
ロ
シ
ェ
ル
タ
ー

③
防
災
講
演
（
村
体
育
館
）

講
師　

石
川
県
珠す

ず洲
市
狼の
ろ
し煙
区
長

　
　
　

糸い
と
や矢　

敏と
し
お夫
さ
ん

能
登
半
島
地
震
に
お

い
て
、
石
川
県
珠
洲

市
で
は
震
度
６
強
、

４
ｍ
を
超
え
る
津
波

が
記
録
さ
れ
ま
し
た
。
珠
洲
市
狼
煙
地
区

は
、
孤
立
し
な
が
ら
も
犠
牲
者
は
ゼ
ロ
で

し
た
。
糸
矢
さ
ん
は
区
長
と
し
て
対
応
に

あ
た
り
、
現
在
も
復
興
に
向
け
た
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
発
生
時
の
行
動
、
日
頃

か
ら
の
備
え
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。

○
日
程

《
午
前
９
時
頃
》

・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
地
震
発
生
の
緊

　

急
放
送
～
避
難
訓
練
開
始
～

・
区
災
害
対
策
本
部
の
設
置
、
安
否
確

　

認
、
村
と
の
情
報
伝
達
訓
練
、

・
各
区
に
よ
る
独
自
訓
練

《
午
前
10
時
か
ら
》

・
防
災
展
示
開
始

《
午
前
10
時
30
分
か
ら
》

・
防
災
講
演
会

　
　
【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】
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生
態
系
被
害
防
止
外
来
種
の

　
　
　

駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は
、
環
境
省

が
生
態
系
被
害
防
止
外
来
種
リ
ス
ト
に
載

せ
て
い
る
植
物
で
す
。「
入
れ
な
い
、
捨

て
な
い
、
拡
げ
な
い
」
を
守
り
、
取
扱
い

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

◉
特
徴

　

種
子
と
地
下
茎
の
両

方
で
増
え
、
非
常
に
生

命
力
が
強
く
繁
殖
力
も

旺
盛
で
す
。
根
と
地
下

茎
か
ら
は
他
の
植
物
の

種
子
発
芽
や
成
長
を
妨

げ
る
物
質
を
出
し
、
自
分
の
生
育
に
有
利

な
環
境
を
作
り
出
し
ま
す
。

◉
駆
除
方
法

①
抜
き
取
り

　

根
か
ら
丸
ご
と
完
全
に
抜
き
取
り
、
２

　

～
３
日
天
日
に
さ
ら
し
て
、
燃
え
る
ご

　

み
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
刈
り
取
り

　

花
が
咲
い
て
も
種
に
な
る
前
に
刈
り
取

　

れ
ば
、
種
子
飛
散
に
よ
る
他
の
場
所
へ

　

の
拡
大
を
防
げ
ま
す
。

③
除
草
剤

　

除
草
剤
に
よ
る
駆
除
も
効
果
的
で
す
。

　

周
辺
環
境
へ
配
慮
し
実
施
し
て
く
だ
さ

　

い
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

  
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

  
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す　

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
で
は
、
そ
の
年
の
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
め
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
６
年
１
月
～
令
和
６

年
９
月
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書

の
提
出
の
時
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
10

月
～
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た

方
に
は
、
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。）

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

   
児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す

　

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
。
対

象
と
な
る
ご
家
庭
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
振
込
日　

10
月
15
日
（
火
）

◉
振
込
対
象
月　

　

令
和
６
年
６
月
～
９
月
分

◉
支
給
額
（
１
月
あ
た
り
）

○
０
～
３
歳
未
満　

１
万
５
千
円

○
３
歳
～
小
学
６
年
生　

　

第
１
・
２
子　

１
万
円

　

第
３
子
以
降　

１
万
５
千
円

○
中
学
生　

１
万
円

　

ご
家
庭
の
状
況
に
次
の
よ
う
な
変
更
が

あ
っ
た
方
は
届
出
が
必
要
で
す
。
子
育
て

支
援
係
へ
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
（
村
外

　

に
住
民
票
が
あ
る
配
偶
者
や
児
童
を
含

　

む
）

・
婚
姻
や
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
一
緒
に
児

　

童
を
養
育
す
る
配
偶
者
の
状
況
が
変
わ
っ

　

た
と
き

・
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

　

対
象
児
童
が
い
な
く
な
っ
た
と
き

・
厚
生
年
金
か
ら
国
民
年
金
等
、
受
給
者

　

の
加
入
す
る
年
金
が
変
わ
っ
た
と
き

・
受
給
者
や
配
偶
者
が
公
務
員
に
な
っ
た

　

と
き

◉
児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
制
度
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
内
容
が
反
映
さ

れ
る
の
は
10
月
分（
12
月
支
給
）か
ら
で
す
。

改
正
に
伴
い
新
た
に
申
請
が
必
要
な
方

へ
は
、必
要
書
類
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
支
給
が

遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
村
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

  

中
村
区 

宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
）
の
収
益
金
を
財
源
と
し
て
い
る
、
公

益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
の

地
域
活
動
助
成
事
業
を
活
用
し
、
中
村
区

が
祭
具
と
収
納
庫
を
整
備
し
ま
し
た
。

◉
整
備
品　

　

花
灯
篭
、
馬
簾
灯
篭
、
鳥
兜
、
天
狗
面
、

仕
立
て
上
が
り
浴
衣
、
獅
子
舞
衣
装
（
紺

股
引
き
・
赤
色
反
襦
袢
・
た
す
き
）、
天

狗
衣
装
（
手
鉾
・
比
礼
旗
・
差
袴
・
狩
衣
）、

収
納
庫

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

すべての備品に宝くじの
広報表示が入っています。
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令
和
に
入
り
、
根
塚
遺
跡
は
新
し
い
展

開
を
迎
え
ま
し
た
。
再
整
理
に
よ
る
新
発

見
、
近
年
の
弥
生
時
代
研
究
か
ら
の
見
直

し
に
よ
っ
て
、「
東
日
本
の
弥
生
時
代
を

語
る
上
で
重
要
な
遺
跡
」
と
し
て
、
改
め

て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
根
塚
遺
跡
の
再
整
理
や
研
究

に
携
わ
っ
た
先
生
方
を
お
招
き
し
、「
根

塚
遺
跡
、
再
び　

東
と
西
か
ら
奥
信
濃
の

弥
生
時
代
を
問
い
直
す
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
先
生
の
専
門
分
野
か
ら
、
根
塚

遺
跡
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
て
い
る

の
か
、
最
新
の
弥
生
時
代
像
に
つ
い
て
も

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
し
い
発
見
が
続
出
す
る
考
古
学
の
世

界
で
、
30
年
近
く
前
に
調
査
さ
れ
た
遺
跡

が
注
目
さ
れ
話
題
に
な
る
の
は
、
並
大
抵

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
根
塚
遺
跡
と

は
ど
ん
な
存
在
か
、
こ
れ
を
機
に
学
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◉
場
所

○
本
会
場　

若
者
セ
ン
タ
ー
１
階
研
修
室

○
別
室　

役
場
第
１
会
議
室

※
本
会
場
の
映
像
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し
ま
す
。

◉
定
員

○
本
会
場　

１
０
０
人

※
先
着
順
で
す
。
本
会
場
が
定
員
に
達
し
た
の
ち
、

　

別
室
へ
案
内
し
ま
す
。

○
別
室　

70
人

◉
内
容

【
東
日
本
編
】

○
日
時

　

11
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
45
分

○
講
師
と
演
題

 《 
午
前
10
時
20
分
～ 

》

　

中
島
庄
一
先
生
（
根
塚
遺
跡
再
整
理
調
査
主
任
）

　
「
根
塚
遺
跡
の
再
整
理
成
果
に
つ
い
て
」

 《 

午
前
11
時
～ 
》

　

石
川
日
出
志
先
生
（
明
治
大
学
）

　
「
弥
生
時
代
・
東
日
本
の
広
域
交
流
」

 《 

午
後
１
時
15
分
～ 

》

　

髙
橋
浩
二
先
生
（
富
山
大
学
）

　
「
弥
生
時
代
に
お
け
る
信
濃
の
ヒ
ス
イ
勾
玉
」

 《 

午
後
２
時
30
分
～ 

》

　

山
本
孝
文
先
生
（
日
本
大
学
）

　
「
シ
ナ
ノ
に
お
け
る
渡
来
文
化
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細

【
西
日
本
編
】

○
日
時　

　

11
月
30
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

○
講
師
と
演
題

 《 

午
前
10
時
20
分
～ 

》

　

中
島
庄
一
先
生

　
「
根
塚
遺
跡
の
再
整
理
成
果
に
つ
い
て
」

 《 

午
前
11
時
～ 

》

　

武
末
純
一
先
生
（
福
岡
大
学
）

　
「
北
部
九
州
か
ら
見
た
日
韓
交
渉
」

 《 

午
後
１
時
15
分
～ 

》

　

山
崎
頼
人
先
生
（
京
都
文
化
博
物
館
）

　
「
朝
鮮
半
島
系
土
器
の
移
動
・
交
流
か
ら
わ
か
る

　

こ
と
」

 《 

午
後
２
時
30
分
～ 

》

　

森
貴
教
先
生
（
新
潟
大
学
）

　
「
根
塚
遺
跡
出
土
の
提
砥
を
め
ぐ
っ
て
」

◉
申
込
方
法

　

10
月
21
日
（
月
）
か
ら
11
月
８
日
（
金
）
ま
で
受

付
を
行
い
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は
農
村

交
流
館
へ
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
◉
そ
の
他

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
、
内
容
を
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
講
座
や
、
テ
レ
ビ
番
組
も
作
成
し
て
い
く
予

定
で
す
。
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
生
涯
学
習
係

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

▲
申
込
み
は

　

こ
ち
ら
か
ら
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10月27日（日）
執　行

投票立会人登録者を募集します

選挙投票日・期日前投票期間の

【投票立会人とは】
　投票所で実際に投票に立ち会うことで、選挙が
公正確実に行われているかどうか確認をする人の
ことです。
◉資格・条件
　村の選挙人名簿に登録され（今後登録予定の方
も含む）、18 歳以上の選挙権のある方（高校生も
含みます）。

◉立会時間　午前 7 時～午後７時
　　　　　　（国・県の選挙当日の場合）
※時間内で一日または半日単位です。
◉報酬　一日あたり 10,900 円
※この額を上限とし、従事時間に応じた額を支
　給します。
　詳しくは、村公式ウェブサイトをご覧いただく
か、村選挙管理委員会へお問い合わせください。
　　　　　　【選挙管理委員会　内線 106・170】

皆さんに選挙へ関心を持っていただ
き、選挙をより身近に感じていただけ
るよう投票所の投票立会人に登録され
る方を募集します。

期　日 設置場所 開設時間

10 月 22 日（火）

稲荷生活改善センター 午前９時 00 分 ～ 午前 10 時 00 分

内山転作促進センター 午前 10 時 30 分 ～ 午前 11 時 30 分

北鴨生活改善センター 午後 1 時 00 分 ～ 午後２時 00 分

中村区民会館 午後２時 30 分 ～ 午後３時 30 分

10 月 23 日（水）

平沢農業構造改善センター 午前９時 00 分 ～ 午前 10 時 00 分

中島区民会館 午前 10 時 30 分 ～ 午前 11 時 30 分

糠千公民館 午後 1 時 00 分 ～ 午後２時 00 分

観光交流センター 午後２時 30 分 ～ 午後３時 30 分

第 50回衆議院議員総選挙
第 26回最高裁判所裁判官国民審査

◉投票日　10 月 27 日（日）
　時間　午前 7 時～午後 7 時
　場所　第１投票所：木島平村役場
　　　　第２投票所：木島平小学校
　　　　第３投票所：農村交流館

◉期日前投票
　期間　10 月 16 日（水）～ 10 月 26 日（土）
　時間　午前８時 30 分～午後８時
　場所　木島平村役場

　投票所の再編に伴い投票所が変更になっています。旧投票所へは移動期日前投票所を設置
しますのでご活用ください。貴重な一人一票です。棄権することなく投票をお願いします。

◉移動期日前投票 移動期日前投票とは
　車を投票所として活用する
ものです。投票所の再編に伴
い、旧投票所となる８か所へ
期日前投票期間中、１回ずつ
開設します。

▲移動期日前投票所のイメージ
※旧投票所の立地条件や天候などで

レイアウトが異なる場合があります。
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木
島
平
米
は
毎
年
「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」
に
出
品
し
、

平
成
20
年
か
ら
昨
年
ま
で
16
年
連
続
で
入
賞
し
続
け
て
い
ま
す
。
近
年
、
出
品
数

が
増
加
し
て
い
る
中
で
こ
の
実
績
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
自
身
の
お
米
の
客

観
的
な
評
価
を
確
認
し
、
来
年
の
栽
培
に
活
か
す
た
め
に
も
出
品
し
ま
せ
ん
か
。

受付日 発送日 出品料

①
10 月 16 日㈬

10 月 17 日㈭
10 月 18 日㈮

4,500 円

②
10 月 22 日㈫

10 月 23 日㈬
10 月 24 日㈭

③
10 月 30 日㈬

10 月 31 日㈭
11 月１日㈮ 5,000 円

第
26
回   

米
・
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会

◉
開
催
日　

12
月
６
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
７
日
（
土
）

◉
会
場

　

山
梨
県
北
杜
市

　

ア
ル
ソ
ア
女
神
の
森
セ
ン
ト
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン

◉
審
査
方
法

○
１
次
審
査

　

食
味
分
析
計
と
穀
粒
判
別
器
の
数
値
に

よ
る
審
査
（
食
味
値
が
85
点
以
上
、
玄

米
整
粒
度
75
％
以
上
で
通
過
）

○
２
次
審
査

　

味
度
計
の
数
値
に
よ
る
審
査

○
最
終
審
査

　

炊
飯
し
審
査
員
の
食
味
に
よ
る
審
査

米・食味
分析鑑定
コンクール
国際大会

自
慢
の
お
米
を

　
　

出
品
し
ま
せ
ん
か

【
産
業
企
画
係　

内
線
１
４
２
】

◉
出
品
方
法

　

玄
米
２
㎏
に
必
要
書
類
と
出

品
料
を
添
え
て
、
受
付
日
に
産
業

企
画
係
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

▲感謝状を受け取る
　「子ども見守り隊」
　代表の小松敬子さん

▲関教育長と並ぶ
　「わくわくクラブ」
　代表の江田宏子さん

シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ス
ク
㊲

 

学
校
運
営
協
議
会
を

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　

９
月
10
日
、
第
３
回
学
校
運
営
協
議

会
が
開
か
れ
、
冒
頭
で
は
、
木
島
平
小

学
校
の
開
校
以
来
、
現
在
ま
で
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
に
深
く
寄
与
さ
れ
て

い
る
「
こ
ど
も
見
守
り
隊
」
と
「
わ
く

わ
く
ク
ラ
ブ
」
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。　
　

　

見
守
り
隊
の
皆
さ
ん
に
は
、
雪
の
日

も
毎
日
、
子
ど
も
達
の
登
校
を
見
送
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
毎
朝
、
元

気
な
子
ど
も
達
と
交
流
す
る
こ
と
で
自

分
も
元
気
に
な
る
。『
お
ば
ち
ゃ
ん
』

と
子
ど
も
た
ち
か
ら
親
し
く
呼
ん
で
も

ら
う
と
元
気
が
出
る
。」
と
代
表
の
小

松
敬
子
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
は
、
地

域
に
伝
わ
る
昔
の
遊
び
を
楽
し
む
機
会

を
提
供
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

感
謝
状
と
と
も
に
、
木
島
平
小
学
校

５
年
生
が
育
て
た
お
米
の
引
換
券
が
関

教
育
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
や
家
庭
だ
け
で
は
補
い
き
れ
な

い
部
分
を
地
域
の
方
が
担
っ
て
く
だ
さ

ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う

っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　

木
島
平
村
が
掲
げ
る
「
地
域
総
ぐ
る

み
の
教
育
体
制
」
を
今
後
も
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
「
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
」「
通
学
路

に
危
険
な
箇
所
が
あ
る
」「
子
育
て
、
教

育
に
関
し
て
相
談
が
あ
る
」
と
い
う
方
は

ぜ
ひ
お
気
軽
に
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
生
涯
学
習
係

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】
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村では村民を対象に、健康増進および子
育て支援を目的に、村内２か所のスキー場
のリフト券の購入費用の全額または一部を
助成します。リフト券の購入方法など、詳
しくは役場へお問い合わせください。

【商工観光係　内線１３４】

【申請方法】　
①②教育委員会から、学校を通じて手続き方法を案内します。
③学生証やマイナンバーカードなど（顔写真付き）の個人を確認できるものを
　券売所へ持参し申請してください。
④教育委員会から対象家庭へ引換券を配布しますので、各スキーセンターへ引
　換券を持参し申請してください。
⑤身分証明書（顔写真付き）を各スキーセンターへ持参し申請してください。
※「ロマンスの神様」のリフト券発券時に保証料 500 円が必要です。リフト券返却時に返金されます。
※「The きじまスノーパーク」の 1 日券購入時にリフト券購入申請書の記入および提出が必要です。

対象者 補助リフト券 補助額

① 小学生

１日券 全額② 中学生

③ 高校生

④ 年小～小学３年生
の保護者 10 回券×２ 全額

⑤ 全村民
（上記以外）

早割りシーズン券
（～ 10/31） ２万円

シーズン券
（11/1 ～） ２万円

リフト券の補助対象者と補助額
村民リフト券補助
　　　　　を行います

2024 「家庭の日」 フォトコンテスト結果発表
　あなたにとっての「家庭」「家族」をテーマに募集した「家庭の日フォトコンテスト」へのたくさんの
ご応募ありがとうございました。審査の結果、大賞作品および入賞作品が決定しました。受賞作品は村公
式ウェブサイトのトップページへの掲載と村内各施設にて作品を展示しますのでぜひご覧ください。

◉掲載場所および日程
・若者センター（村民祭）：10/26（土）　　　　　・ファームス木島平：10/28（月）～ 11/10（日）
・観光交流センター：11/11（月）～ 11/24（日）
・木島平村役場：11/25（月）～ 12/6（金）　　　　　　　　　【子育て支援係　内線１６２】

大賞作品
　「家族でおでかけ」

◉受賞作品および村公式ウェブサイトへの掲載時期
　・大賞作品（11/1 ～ 12/31 掲載）
　　「家族でおでかけ」
　・入賞作品➀（1/1 ～ 1/31 掲載）

　「娘からのプレゼント」　「夕方さんぽ」
「ジジ、流しそうめんお願い‼」　「夏の音」
「たま～に仲良し」　「お盆の水鉄砲大会」

　・入賞作品➁（2/1 ～ 2/28 掲載）
「雪だるまの前で笑顔」　「こっこじいちゃんの田んぼ」
「盆帰省」　「じいじのダリアみんなのダリア」
「お化けきゅうりできちゃった」　「おつかれ」

大賞・入賞作品はこちらから▶
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【健康福祉係　内線１２７】

【高齢者等】

指定医療機関名 電話番号

村　内
木島平クリニック 0269（82）1616

木島平村診療所 0269（82）2143

野沢温泉村 野沢医院 0269（85）2010

中野市

アライクリニック 0269（24）0601
くまき整形外科クリニック 0269（23）1301

長谷川クリニック 0269（26）7700

北信総合病院 0269（22）2151

指定医療機関名 電話番号

飯山市

いいやま診療所 0269（67）0100

飯山赤十字病院 0269（62）4195

いいやまファミリークリニック 0269（62）7080

小田切医院 0269（62）2039

北信州診療所 0269（65）1200

清水内科小児科医院 0269（62）2351

畑山医院 0269（67）2888

　今年度以降の新型コロナワクチンの接種については、個人の重症化予防を目的に、高齢者インフルエンザの
予防接種と同様、主に 65 歳以上の方を対象に定期接種として実施します。定期接種対象者以外の方は任意接
種となり、時期を問わず全額自己負担での接種となります。広報10月号の折込チラシも併せてご確認ください。
＊予防接種法上の努力義務はありませんので、予防接種による効果や副反応などをよくご理解いただき、ご自
　身で接種についてのご判断をお願いします。

新型コロナ感染症予防接種について

① 65 歳以上の方
② 60 ～ 64 歳で心臓、じん臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイル
　スによる免疫の機能に障害 ( 身体障害者手帳 1級 ) を有する方

2,000 円（期間中 1人 1回限りです。）

①接種医療機関へ確認、予約をしてください。
②医療機関で自己負担額をお支払いください。

接種医療機関

対象者

対象期間

自己負担額

接種方法

令和６年 10 月１日（火）～令和７年３月 31 日（月）
※開始時期や終了時期は医療機関によって異なるため、あらかじめ医療機関に
　お問合せください。

（令和６年９月 27 日現在）

ワクチン接種による副反応など専門的な相談は、コールセンターをご利用ください。
○開設期間　令和 7年３月 31 日（月）まで
○受付時間　平日午前９時～午後５時（土日・祝日および年末年始期間を除く）
○電話番号　026（235）7380

コールセンター

※通院患者のみ対応の医療機関もありますので、予約時にお問合せください。
 ※使用ワクチンは医療機関にお問合せください。



　

マイナンバーカードの更新を忘れずに

電子証明書の更新

　マイナンバーカード交付から 5 回目の
誕生日までに、マイナンバーカードに搭載
されている電子証明書の更新が必要です。
◉申請方法　
①電話にて事前予約を行ってください。
②予約日に役場で更新手続きを行ってくだ
　さい。

《必要書類》マイナンバーカード、有効期限
　　　　　  通知書、本人確認書類（運転
　　　　　  免許証等）、暗証番号
※暗証番号を忘れた場合は、窓口で再設定
　することができます。

　マイナンバーカード交付から 10 回目（未成年者
は５回目）の誕生日までに、マイナンバーカードの
更新が必要です。
◉申請方法
①電話にて事前予約を行ってください。
②予約日に役場で申請手続きを行ってください。

《必要書類》有効期限通知書、本人確認書類（運転
　　　　　　免許証やマイナンバーカード等）
③約１か月後に「交付通知書」が届いたら、電話に
　て事前予約を行ってください。
④役場で新しいカードを受け取ってください。

《必要書類》交付通知書、更新前のマイナンバーカー
　　　　　ド、本人確認書類（運転免許証等）

　マイナンバーカードの更新手続きが必要な方には、有効期限の２～ 3 か月前に「有効期
限通知書」が届きます。同封されている案内をご確認いただき、更新手続きを行ってください。

① マイナンバーカードの更新②

②マイナンバーカード
の更新は、ＱＲコード
を読み取り、新しい
カードの申請をする
ことで、役場窓口に
出向くことなく更新
手続きが行えます。
※カードの受取りは
　役場窓口です。

電子証明書とは？
マイナンバーカードには２種類の電子証明書が標準搭載されています。

署名用電子証明書
署名や押印、印鑑登録証明書に相当する役割を電子的に
行うためのもので、税の電子申請やインターネットの電
子文書を作成したり送信したりする際に利用します。

利用者証明用電子証明書
マイナポータルへのログインや、コ
ンビニエンスストアなどで住民票の
写し等を取得する際に利用します。

【生活環境係　内線１２３】

「有効期限通知書」

2024.10
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来
年
４
月
か
ら
お
ひ
さ
ま
保
育
園

へ
入
園
を
希
望
さ
れ
る
乳
幼
児
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
下
記

の
申
込
方
法
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
度
途
中
の
入
園
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
が
、
職
員
の
配
置
や
ク

ラ
ス
の
受
け
入
れ
準
備
な
ど
の
た

め
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
年
度
途
中
の
入
園
を
希
望
さ

れ
る
場
合
も
、
今
回
の
申
込
期
間
に

で
き
る
だ
け
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】

◉
保
育
園
の
定
員
と
受
入
年
齢

○
定
員　

１
６
０
人

○
受
入
年
齢　

生
後
６
か
月
か
ら

◉
開
所
時
間
（
月
曜
日
～
土
曜
日
）

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時
00
分

◉
保
育
時
間

（
就
労
時
間
に
よ
り
次
の
い
ず
れ
か
）

○
保
育
標
準
時
間（
月
曜
日
～
土
曜
日
）

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

○
保
育
短
時
間
（
月
曜
日
～
土
曜
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◉
保
育
料

　

保
護
者
の
住
民
税
に
応
じ
て
決
定
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
希
望
保
育
の
実
施

　

す
べ
て
の
土
曜
日
を
希
望
保
育
と

し
、
申
込
制
に
よ
る
保
育
を
実
施

◉
延
長
保
育　

　

月
単
位
ま
た
は
１
日
単
位
で
利
用

○
実
施
時
間

朝　

午
前
７
時
30
分
～
午
前
８
時
30
分

夕
方　

午
後
４
時
30
分
～
午
後
７
時

○
延
長
保
育
料

　

各
ご
家
庭
の
状
況
に
よ
り
変
動
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
緊
急
保
育

　
（
保
育
園
に
入
園
し
て
い
な
い
乳
幼

　

児
を
一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
）

○
保
育
園
に
入
園
し
て
い
な
い
乳
幼
児

　

の
保
護
者
が
疾
病
、
看
護
、
介
護
、

　

出
産
、
災
害
、
事
故
、
就
労
又
は
冠

　

婚
葬
祭
等
で
、
緊
急
か
つ
一
時
的
に

　

家
庭
保
育
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

○
利
用
限
度
は
、
１
事
由
に
つ
き
12
日

○
緊
急
保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直

　

接
保
育
園
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
緊
急
保
育
の
利
用
料
は
村
公
式
ウ
ェ

　

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
信
州
や
ま
ほ
い
く
の
取
組
に
つ
い
て

　

お
ひ
さ
ま
保
育
園
は
、
信
州
や
ま
ほ

い
く
（
信
州
型
自
然
保
育
）
の
認
定
を

受
け
、
自
然
の
中
で
全
身
を
使
っ
た
楽

し
い
遊
び
を
た
く
さ
ん
行
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
自
然
体
験
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
の
心
が
揺
り
動
か
さ
れ
、楽
し
み
、

驚
き
等
々
の
感
情
を
日
常
的
に
経
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
感
性
を
育
み
、
自
己
肯
定
感
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
育
園
の
概
要

令
和
７
年
度

お
ひ
さ
ま
保
育
園

　
新
入
園
児
募
集

申
込
方
法

◉
必
要
書
類

①
申
込
書

②
就
労
証
明
書

◉
申
込
書
の
配
付
お
よ
び
提
出
先

・
お
ひ
さ
ま
保
育
園

・
役
場
窓
口
（
子
育
て
支
援
係
）

◉
申
込
期
限

　

10
月
31
日
（
木
）
ま
で

※
１
月
下
旬
頃
に
面
接
予
定
を
し
て
い

　

ま
す
。
通
知
は
後
日
送
付
し
ま
す
。

◉
問
合
せ

・
お
ひ
さ
ま
保
育
園

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
１
５
１
５

・
子
育
て
支
援
係

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
３
１
１
１

▲やまほいく　　
　ウェブサイト

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】

▲村公式ウェブ
　サイト子育て
　応援ページ
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きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

Ｚ
Ｉ
Ｐ
で

放
映
さ
れ
ま
す

９
月
の
参
観
日

東
大
生
の
教
育
実
習

９
月
18
日
、
テ
レ
ビ
信
州
「
Ｚ
Ｉ

Ｐ
」
で
年
長
さ
ん
の
取
材
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
来
園
し
た
テ
レ
ビ
信
州
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
マ
イ
チ
ャ
ン
」
を

見
つ
け
る
と
、
保
育
園
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ

え
ま
し
た
。
年
長
さ
ん
の
皆
は
、
遊

ぶ
姿
や
リ
ズ
ム
、
Ｚ
Ｉ
Ｐ
ポ
ー
ズ
な

ど
緊
張
し
な
が
ら
も
ニ
コ
ニ
コ
撮
影

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
、
景
色
の
良

い
園
庭
で
の
撮
影
は
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
放
映
さ
れ
る
日
が
と
て
も

待
ち
遠
し
い
で
す
。
放
送
は
、
11
月

い
っ
ぱ
い
Ｚ
Ｉ
Ｐ
の
番
組
内
な
ど
、

テ
レ
ビ
信
州
で
流
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

９
月
５
日
の
参
観

日
で
は
、
保
護
者
対

象
の
メ
デ
ィ
ア
学
習

会
、
学
級
懇
談
会
が

行
わ
れ
、
多
く
の
保

護
者
の
方
が
来
校
し
ま
し
た
。

　

授
業
参
観
で
は
、
新
年
度
か
ら
半

年
余
り
経
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
成
長

し
た
姿
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
学
習
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
信
州
の
関

島
良
治
先
生
に
よ
る
「
子
ど
も
が
ス

マ
ホ
を
持
つ
と
き
、
大
人
（

保
護
者
）

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
木
島
平
小
学
校
の
実
態
を
交
え

な
が
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜
む
闇
に
つ
い

て
の
話
が
あ
り
、
保
護
者
の
方
か
ら

は
「
認
識
し
て
い
た
以
上
の
情
報
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
親
子
で
注
意
し

て
い
き
た
い
」、「
親
子
で
改
め
て
話

し
合
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
現
状

を
振
り
返
り
改
め
て
考
え
る
学
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
か
ら
９
月
13
日
ま
で
、

４
名
の
東
大
生
（
理
科
１
名
、
数
学

２
名
、
社
会
１
名
）
が
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
始
め
は
緊
張
か
ら
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
授
業
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、生
徒
と
触
れ
合
う
中
で
、

生
徒
と
共
に
授
業
づ
く
り
を
し
て
い

く
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

け
や
き
祭
の
全
員
リ
レ
ー
の
練
習

で
一
緒
に
走
っ
た
り
、
大
縄
跳
び
の

練
習
を
し
た
り
と
、
生
徒
の
中
に
飛

び
込
ん
で
学
ぶ
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
に
は
研
究
授
業
が
行
わ

れ
、
実
習
担
当
教
官
の
東
京
大
学
大

学
院
の
藤
江
康
彦
先
生
に
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線１６２】
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　10 月は目の愛護月間です。「見る」・「聞く」・「匂う」・「味わう」・「感じる」と
いった五感は私たちの生活の中で、どれも大切な機能ですが、中でも目から得る
情報は全体の 80％から 90％と言われています。
　皆さんは目を大切にしていますか。情報社会といわれる今、仕事やパソコン・
スマートフォンなどで目を酷使する時間も長くなっているのではないでしょう
か。今回の健康だよりでは目の疲れについてお話します。

疲れた目はしっかりとケアしましょう

このような症状があるときは医療機関へ

　疲れ目だけでなく、痛みや目の乾き、見にくさなど

違和感がある場合は放っておかず、眼科を受診するよ

うにしましょう。特に眼精疲労はドライアイや緑内

障など他の重大な目の疾患を伴っていることがありま

す。早めに受診して、眼精疲労の症状や合併症を重症

化させないことが大切です。

目のケア方法

このような症状はありませんか

□目がかすむ、ぼやける
□目の痛みを感じる
□目が充血しやすい
□目が乾いている
□肩こりや頭痛がある

　このような症状は、目の疲れによって起きているかもしれません。症状が長
く続く、目を休めても改善しない場合には、眼精疲労の状態になっている可能
性もあります。

・食事と休養をしっかりとりましょう。
・長時間の作業をする場合は、1 時間おきに 10 分程度目を
　休めましょう。

・疲れがたまったときは、蒸しタオルなどを当てて目を温め、
　リラックスしましょう。

・パソコンやスマートフォンなどを長時間見ているときは、
　意識的にまばたきをしましょう。

・加湿器を置くなど、部屋の乾燥を防ぎましょう。

健　康

だより

10
月
は
目
の
愛
護
月
間
で
す

健康福祉係
内線１２５
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　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　

今
年
は
、
株
式
会
社
マ
ル
コ
メ
の
工

場
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
和
食
に

欠
か
せ
な
い
「
一

汁
」
を
担
っ
て
い

る
味
噌
に
つ
い
て
、

五
感
で
学
ん
で
き

た
こ
と
を
皆
さ
ん

に
も
共
有
し
ま
す
。

■
味
噌
は
栄
養
素
の
宝
庫

　

味
噌
に
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
3

大
栄
養
素
で
あ
る「
タ
ン
パ
ク
質
」、「
糖

質
」、「
脂
質
」
に
加
え
て
、
様
々
な
ミ

ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
類
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

最
近
で
は
、
抗
酸
化
作
用
に
も
注
目

さ
れ
米
糀
こ
う
じ

を
使
っ
た
甘
酒
や
ミ
ル
ク
な

ど
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
味
噌
の
原
材
料

　

味
噌
は
、
大
豆
、
麹
こ
う
じ、

塩
か
ら
で
き
て

い
ま
す
。
こ
の
配
分
の
違
い
で
甘
口
や
辛

口
、
風
味
な
ど
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

■
味
噌
の
保
存
方
法

　

開
封
・
未
開
封
に
関
わ
ら
ず
、
冷
蔵

庫
で
の
保
存
が
お
す
す
め
で
す
。
開
封

し
た
味
噌
は
、
空
気
に
触
れ
な
い
よ
う

に
ラ
ッ
プ
を
ピ
タ
ッ
と
つ
け
た
状
態
で

冷
蔵
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
　
（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
６
】

　今年の夏は例年にない暑い日が続きました。熱中症対策として、涼しい室内で過ごす時間が増えた
ことで、足腰が弱ったと感じる人もいるかもしれません。暑さが和らいだこの時期、筋力を取り戻す
ために運動を始めてみませんか。

【楽
らく

・楽
らく

貯
ちょきん

筋教室】
　楽・楽貯筋教室では、いつまでも自分の足でしっかり歩けるような身体づくりを目指しています。
毎月 9 回、ボールやゴムバンドを使った運動、ストレッチなどを行います。そのほか、リハビリの
専門職の方に運動指導をしてもらったり、定期的な体力測定で身体の
変化をみたりしていきます。
　参加者からは、足に筋肉がついた、腰痛が軽くなったなど運動の効
果を実感している声が聞かれます。必要な方には送迎も行います。参
加者は随時募集していますので、興味のある方は一度ご連絡ください。
◉ふう太ネットでも毎日放送中　午前 10 時・午後４時・午後７時

＊夏の運動不足を取り戻そう！＊

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
に

 　
　

  

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
設
置
場
所

　

役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー

○
設
置
期
間

　

10
月
31
日
（
木
）
ま
で

　
　

研
修
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た

10
種
類
の
み
そ
を

食
べ
比
べ
ま
し
た
▼
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８
月
22
日
に
移
住
定
住
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
村
移
住
定
住

促
進
協
議
会
の
会
員
を
始
め
、
村
に
移

住
さ
れ
た
方
、
二
地
域
居
住
の
方
、
移

住
予
定
の
方
な
ど
20
名
ほ
ど
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　  

地
域
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と
が

　
　
　
　
　

自
然
と
村
の
Ｐ
Ｒ
に

　

交
流
会
の
冒
頭
で
行
っ
た
自
己
紹
介

で
は
、
木
島
平
村
に
移
住
し
た
き
っ
か

け
や
移
住
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
、
困
っ

た
こ
と
、
よ
り
移
住
者
を
増
や
す
た
め

の
ア
イ
デ
ア
な
ど
も
話
し
ま
し
た
。

　

村
外
か
ら
来
ら
れ
た
方
に
と
っ
て

は
、
村
の
自
然
豊
か
な
環
境
や
助
け
合

い
の
精
神
が
根
づ
い
て
い
る
人
柄
の
温

か
さ
が
魅
力
と
し
て
感
じ
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
一
方
、「
村
民
が
そ
の
魅

力
を
よ
り
自
覚
し
、
村
の
暮
ら
し
を
楽

し
む
こ
と
が
村
の
ア
ピ
ー
ル
に
繋
が
る

と
思
う
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
他
の

参
加
者
か
ら
も
賛
同
す
る
声
が
上
が

り
ま
し
た
。「
自
分
は
村
に
昔
か
ら
住

ん
で
い
る
か
ら
村
の
魅
力
が
分
か
ら
な

い
」
と
思
う
の
で
な
く
、
移
住
さ
れ
た

方
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
地
域
愛
を

一
人
ひ
と
り
が
対
外
的
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
も
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　  

移
住
の
き
っ
か
け
や
決
め
手

　

移
住
し
た
き
っ
か
け
は
、
村
の
風
景

を
気
に
入
っ
た
方
や
、
希
望
の
家
や
土

地
が
あ
っ
た
方
、
人
の
縁
で
勧
め
ら
れ

た
方
な
ど
様
々
あ
り
ま
し
た
。
移
住
の

決
め
手
と
し
て
、
移
住
相
談
や
移
住
支

援
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
対
応
が
良

か
っ
た
と
の
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

臨
機
応
変
な
対
応
や
血
の
通
っ
た

人
付
き
合
い
は
、
小
さ
な
雪
国
の
村
な

ら
で
は
の
魅
力
で
す
。
村
で
は
、
移
住

す
る
方
に
金
銭
的
な
支
援
や
補
助
の
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
補
助
を
目
当
て

に
移
住
す
る
場
合
は
、
補
助
が
な
く

な
れ
ば
転
出
す
る
可
能
性
は
高
い
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

村
に
移
住
す
れ
ば
私
た
ち
と
同

じ
「
村
民
」
で
す
。
村
民
か
移
住
者

か
、
と
分
け
る
こ
と
な
く
、「
木
島

平
村
に
住
む
と
こ
ん
な
に
良
い
こ
と

が
あ
る
よ
」
と
周
り
に
自
慢
し
た
く

な
る
よ
う
な
地
域
は
き
っ
と
魅
力
的

に
映
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

移
住
者
同
士
の
つ
な
が
り

こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き
た
交
流

会
は
、
参
加
者
が
少
な
く
、
移
住
者

同
士
で
集
ま
る
必
要
性
を
感
じ
な
い

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
物
件

登
録
数
の
増
加
と
と
も
に
移
住
さ
れ

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
移
住
さ
れ

た
ば
か
り
の
方
に
と
っ
て
も
、
先
に

移
住
を
経
験
さ
れ
た
方
と
交
流
で
き

る
機
会
は
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
に

な
り
ま
し
た
。

も
し
、
皆
さ
ん
の
近
く
に
移
住
さ

れ
て
き
た
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

積
極
的
に
声
を
か
け
て
交
流
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

開催しました
【移住定住推進係　内線１４２】

を

第
14
回

Ｓ
Ｓ
Ｈ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
飯
山
高
校

　

飯
山
高
等
学
校
で
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

　

ク
ー
ル
）
と
は
、
先
進
的
な
理
数
系
教

　

育
や
、
文
理
融
合
領
域
に
関
す
る
研
究

　

開
発
を
実
施
し
て
い
る
高
校
と
し
て
文

　

科
省
か
ら
指
定
さ
れ
た
学
校
の
こ
と
。

◉
日
時　

11
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

◉
場
所　

飯
山
高
等
学
校

◉
対
象　

地
域
の
小
中
学
生
お
よ
び
一
般

◉
内
容

・
わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

・
探
求
科
課
題
研
究
ポ
ス
タ
ー
展

・
伝
統
工
芸
作
品
展

・
自
然
科
学
部
の
校
内
展
示　

な
ど

◉
そ
の
他

・
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
入
口
で
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
中
学
生
向
け
「
高
校
生
チ
ュ
ー
タ
ー
」

　

11
月
23
日
（
土
）
午
前
中
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
飯
山
高
等
学
校
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

長
野
県
飯
山
高
等
学
校　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
４
１
７
５
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木
島
平
村
で
見
つ
け
た
こ
と

４
月
か
ら
木
島
平
村
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
し
て
着
任
し
て
い
る
保
倉

敏
樹
で
す
。
10
月
で
木
島
平
村
に
移
住

し
て
早
半
年
に
な
り
ま
す
。
職
場
で
あ

る
道
の
駅
で
は
、
春
先
よ
り
育
て
て
い

た
野
菜
を
収
穫
し
、
村
な
ら
で
は
の
生

活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
！
（
笑
）

こ
の
夏
は
、
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
カ
ヤ
の
平
高
原
に
行
く
機
会
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
約
１
５
０
０
ｍ
に
位
置

す
る
カ
ヤ
の
平
高
原
は
、
夏
で
も
日
中

25
度
前
後
、
日
が
沈
め
ば
20
度
く
ら
い

で
と
て
も
快
適
な
場
所
で
す
。

　

そ
ん
な
カ
ヤ
の
平
高
原
の
景
色
に
魅

了
さ
れ
た
時
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

早
朝
に
見
れ
る
朝
霧
と
真
夜
中
の
星
空
で

す
。
朝
霧
は
日
差
し
と
霧
の
神
秘
的
な
風

景
、
夜
の
星
空
は
ま
さ
に
天
然
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
し
た
。
し
ば
ら
く
眺
め
て
い
る

と
流
れ
星
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
環
境
の
カ
ヤ
の
平
高

原
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
ら
れ

た
ら
な
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
、
協
力
隊
の
活
動
の
一

つ
と
し
て
、
簡
単
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
が
で
き
る
村
内
周
遊
コ
ー

ス
を
考
え
て
い
ま
す
。
小
・
中
・
大
の

３
つ
の
コ
ー
ス
を
作
成
中
で
、
準
備
出

来
次
第
、
木
島
平
村
観
光
振
興
局
の
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
め
ぐ
る
木
島
平
」

に
て
ア
ッ
プ
す
る
予
定
な
の
で
、
村
内

の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
周
遊
コ
ー
ス
を
使

っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

活
用
し
て
み
て
下
さ
い
！

▲８月の早朝に見た朝露

問合せ 0269(82)2800

保倉　敏
と し き

樹

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

機関の名称 請求事由の概要 閲覧年月日 閲覧の範囲

株式会社サーベイ
リサーチセンター

内閣府の委託による「首都圏の
住宅における感震ブレーカーの

普及状況等に関する調査」

令和６年
５月 21 日

令和６年５月１日時点で満 18
歳以上の男女（上木島地区）

自衛隊長野地方
協力本部

自衛官および自衛官候補生の募
集

令和６年
６月 12 日

平成 18 年 4 月 2 日～平成 19
年 4 月 1 日の間に生まれた方

【公表　木島平村の住民基本台帳閲覧状況】
　住民基本台帳法に基づき、令和５年 10 月 1 日から令和６年 9 月 30 日までの住民基本台帳閲覧状況を
公表します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【生活環境係　内線１２１】

 

10
月
は
「
個
別
労
働
紛
争

 

あ
っ
せ
ん
制
度
」
周
知
月
間
で
す  

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
問
題
の
専

門
家
が
中
立
か
つ
公
正
な
立
場
で
、
労
働

者
個
人
と
事
業
主
と
の
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、「
あ
っ
せ
ん
」
に
よ
り
円
満
な

解
決
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
手
続
き

は
簡
単
か
つ
無
料
で
、
丁
寧
に
話
を
う
か

が
い
ま
す
。
ま
た
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◉
問
合
せ

　

北
信
労
政
事
務
所

　

電
話
０
２
６
（
２
３
４
）
９
５
３
２

　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
４
６
８

 

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
警
報
発
出
中

　
　
　
　
　
　

 

秋
の
ク
マ
に
注
意 

　

県
内
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
人

身
被
害
が
連
続
発
生
し
て
お
り
、
北
信
地

域
に
は
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
警
報
」
が

発
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
マ
と
遭
遇
し
た

り
里
山
に
近
づ
け
た
り
し
な
い
よ
う
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
山
の
中
や
山
の
近
く
で
は
、
ク
マ
鈴
、

　

ラ
ジ
オ
、
笛
な
ど
を
携
帯
す
る

・
山
に
限
ら
ず
里
地
で
も
、
朝
方
や
夕
方

　

の
行
動
は
避
け
る　

な
ど

◉
問
合
せ

　

長
野
県　

林
務
部
森
林
づ
く
り
推
進
課

　

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
２
７
３
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地域のできごとに密着！
皆さんのまわりにある情報をお寄せください

【政策情報係 内線１１４】

敬老お祝い訪問
長寿のお祝い

　９月16 日の敬老の日に、村長と村社会福祉協議会長
が敬老訪問を行いました。該当される方は、最高齢者（103
歳）と今年度百

ももじゅ

寿（100 歳）、米
べいじゅ

寿（88 歳）を迎える方で、
お祝い状と記念品が贈呈されました。

はじめての木育スタート講座
木に触れることで癒しの時間を

　９月 24 日、子育て支援室おひさま教室ではじめての
木育スタート講座が実施されました。第１弾である今回
は、瑞穂木材株式会社木育部の方の話を聞いた後、木
製のおもちゃ「歯固め」にやすり掛けをしました。歯固
めには子どもの名前が彫られ、皆気に入った様子でした。

秋の祭礼
受け継がれる伝統文化

　９月７日から 22 日にかけて各地区で秋祭りが行われま
した。地区ごとに特徴をもった獅子舞や神楽が奉納され、
五穀豊穣、天下泰平を願いました。
　９月 22 日、中村区の祭礼では、迫力のある獅子舞が区
民や訪れた観客に披露されました。

ビーガンラップ講習会
消費者の会主催

　９月18 日、農村交流館ラウンジでビーガンラップ講習
会が開かれました。参加者は、講師の指導のもと、草木
染めされたオーガニックコットンに植物性のワックスを
アイロンで溶かして伸ばし、ビーガンラップを製作しま
した。ラップは洗って繰り返し使用できるとのことです。

今年米寿を迎えられる山㟢光平さん（小見）
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認知症講演会
認知症～その語らない言葉を聴く～

　９月 26 日、若者センターで認知症講演会が行われ、
約 60 名の方が参加しました。ＪＡ長野厚生連富士見高
原医療福祉センターの髙木宏

ひろあき

明副統括院長は、「認知
症のある方の行動には必ず理由がある」と話し、対応
について事例を交えながら講演いただきました。

下高井農林高校そば部が受賞を報告
全国大会で相次いで入賞

　10 月１日、下高井農林高校そば部の生徒 2 名が役場
を訪れ大会の結果を報告しました。第 14 回全国高校生
そば打ち選手権大会は団体戦で 8 位の敢闘賞、第 5 回
日本そば文化学院全国高校生そば打ち大会では個人戦
で長張瑞

み ず き

樹さんが 3 位に入賞しました。

第 61 回けやき祭
生徒会スローガン Company

　９月 27 日と 28 日に、木島平中学校でけやき祭が行
われました。１日目の有志発表ではダンスとアートが披
露され、会場が一体となって盛り上がりました。２日間
を通して、スローガンの Company の意味でもある「全
員で」「協力して」けやき祭に臨む姿が印象的でした。

長野県スキー連盟×長野パルセイロ
異競技間のスポーツ団体交流事業

　９月 29 日、長野県スキー連盟クロスカントリー部とＡ
Ｃ長野パルセイロ U － 13 チームによる合同トレーニン
グが、木島平クロスカントリー競技場で開催されました。
午前中は坂道ポールストックダッシュによるトレーニング
とローラースキー体験会を行いました。

長張瑞樹さん（ 3 年）　　中条斗
と き

稀さん（ 3 年）

アートクラブ☆スターカラーによる発表
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◆ノルディックマラソン
　◉小学 5・6 年男子 2.5km
　　９位　湯本　  創

そう

   （６年・大町）
　  10 位   宮島　拓

た く と

豊（６年・大町）
　◉小学 5･6 年女子 2.5km
　　5 位　小林　明

あ か り

莉（６年・北鴨）
　◉小学 3･4 年男子 2.5km
　　4 位　石川　蓮

は す ま

麻（４年・北鴨）
　◉小学 3･4 年女子 2.5km
　　3 位　山浦ひかり（３年・内山）
　　7 位　實原　一

い ち か

椛（３年・中村）

　
　◉小学 1･2 年男子 1.3km
　　5 位　芳川　柊

しゅうき

希（２年・西小路）
　　6 位　嘉部　景

け い た

汰（２年・中町）
　◉小学 1･2 年女子 1.3km
　　4 位　石川　依

え ま

茉（２年・北鴨）
　　6 位　小林　明

あ さ

紗（２年・北鴨）

※ローラースキー（フリー・クラシカル）の
　入賞者はありません。

FIS・SAJ 公認 2024 全日本選抜木島平サマーノルディック大会
2024 木島平サマーノルディックマラソン大会結果

　９月 14 日から 16 日にかけてサマーノルディック大会（ローラー・マラソン）が行われました。
３日間の延べ参加人数は 1,350 人を数え、北海道・青森・新潟などの強豪チームのみならず、韓国・
台湾の選手も出場し、熾

し れ つ

烈な争いが繰り広げられました。※紹介は 10 位まで、選手名は敬称略
　  【生涯学習係　電話 0269（82）2041】

　

調
布
市
花
火
大
会

　

交
流
推
進
員
の
水
澤
祐
介

で
す
。

　

９
月
21
日
に
調
布
市
花
火

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
気
予
報
で
は
当
日
の
天
気

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

雨
も
降
る
こ
と
な
く
無
事
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
調
布
駅
前
か
ら

会
場
ま
で
、
多
く
の
観
覧
者

で
あ
ふ
れ
移
動
す
る
の
も
大

変
な
ほ
ど
で
し
た
。
出
店
も

多
く
あ
り
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
の
調
布
市
花
火

大
会
観
覧
ツ
ア
ー
の
参
加
者

も
訪
れ
、
調
布
市
内
で
は
深

大
寺
と
花
火
大
会
の
観
覧
を

し
ま
し
た
。
深
大
寺
で
は
そ

ば
を
食
べ
た
り
、
散
策
し
た

り
し
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

花
火
大
会
で
は
大
迫
力
の
花

火
を
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方

で
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

147

▲迫力満点の花火▼
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第 61回　高社山一周駅伝大会

　９月 23 日、第 61 回高社山一周駅伝大会が野沢温
泉村役場を発着で開催されました。沿道から多くの声
援を受けながら 10 チームが粘り強く走りました。

 
【生涯学習係　☎ 0269（82）2041】

◉大会結果（敬称略）

◉木島平村スポーツ協会出場者（☆は区間賞）

第１区 ☆小林海
か い と

仁（高石）第５区 鈴木  士
と あ

愛（中町）

第２区 山﨑  仁
に の

乃（北鴨） 第６区 和田翔
しょうたろう

太郎（西町）

第 3 区 保倉  敏
と し き

樹（中村） 第７区 ☆小松郁
ふ み や

也（中町）

第 4 区 和田  亜
あ い

依（西町） 第８区 山本  生
い ぶ き

吹（大町）

中高の部

優　勝 中野市体育協会 

準優勝 山ノ内町スポーツ協会

第３位 木島平村スポーツ協会

オープンの部

優　勝 チーム NDF

準優勝 チーム池田

第３位 須坂上高井監督の
お世話係チーム

令和 6年度　下高井郡球技大会

 高額な前金を支払ったのに…　　　

　リフォーム工事の契約トラブル

【相談事例】
　雨漏りを業者に見てもらったところ「腐っている部分が
ある」と言われた。工事の見積り額が約 450 万円と高額だっ
たが、「職人がそろっており工事が早く済む」と言われ他社
と金額を比較せずに契約した。工事前に半額程度の金額を
支払ったが、「職人の手配ができず工事は約半年後になる」
と告げられ、解約を申し出ると解約料がかかると言われた。

【アドバイス】
・契約する前に複数の事業者から見積もりを取り、費用だ
　けでなく、工期や施工体制、保証内容などについても十
　分検討することが重要です。
・高額な費用の全額前払いは避け、完成後の支払いを主と
　した契約にしましょう。
・工事が滞った際の備えとして、遅延補償の定めなどが契
　約書にあるか確認しましょう。
・困ったときは、消費生活センター等にご相談ください
　（消費者ホットライン 188）。【生活環境係　内線１２１】

◉日時　10 月 26 日（土）
　　　　午前９時～午後３時
◉場所　村体育館北側駐車場
◉内容　
①古紙交換会
　下記の古紙と重さごとにトイレットペ
　ーパー１ロールと交換します。（１人
　につき上限５ロール）
　・段ボール３kg　・新聞紙 2.5kg
　・雑誌、その他の紙３kg
　・紙パック５枚
②段ボールコンポスト無料配布会
　段ボールを利用した生ごみ処理容器の
　体験セットを無料で配布します。生ご
　みを出さない生活にチャレンジしてみ
　ませんか。（１人につき１セット）

【生活環境係　内線１２３】

　９月 29 日、山ノ内町で令和６年度下高井郡球技大
会が行われました。出場した木島平村のそれぞれのチ
ームも活躍しました。大会の結果は次のとおりです。

【生涯学習係　☎ 0269（82）2041】

◉大会結果（敬称略）

順　位 ソフトバレーボール バレーボール

優　勝 ビオトープ
（木島平村） 

佐野
（山ノ内町） 

準優勝 おちゃらけ
（山ノ内町）

星川ビクトリー
（山ノ内町） 

第３位 ふう太りんずＡ
（木島平村）

野沢
（野沢温泉村） 

順　位 マレットゴルフ ソフトボール

優　勝 山ノ内Ｂ ノザワスパーズ
（野沢温泉村） 

準優勝 木島平Ａ 上条ソフト
（山ノ内町） 

第３位 山ノ内Ｄ 佐野ソフト
（山ノ内町） 

環境フェアのお知らせ
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

電
話
や
メ
ー
ル
、
封
書
な
ど
で
、「
未

納
料
金
が
あ
る
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
訴
訟

を
起
こ
す
。」
な
ど
と
お
金
を
請
求
さ
れ
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
電
子
マ

ネ
ー
を
購
入
さ
せ
た
り
、
現
金
を
郵
送
さ

せ
た
り
す
る
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す
。
次

の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◉
不
審
メ
ー
ル
等
は
無
視
す
る

　

不
審
な
メ
ー
ル
に
は
返
信
、
ア
ク
セ

ス
し
な
い
で
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

◉
電
子
マ
ネ
ー
で
料
金
を
支
払
う
よ
う

に
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
を
疑
う

　
「
未
納
料
金
な
ど
の
支
払
い
」
の
名

目
で
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
求
は
無
視
し
て
く

だ
さ
い
。

◉
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
す
ぐ
に
家
族
や

警
察
に
相
談
す
る

　
「
未
納
料
金
が
あ
る
」
等
、
メ
ー
ル

が
届
い
た
り
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
と

焦
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
族
や
近
隣
住

民
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

 

架
空
料
金
請
求
詐
欺
が

　
　
　
　
　

増
え
て
い
ま
す

　

本
校
が
あ
る
木
島
平
村
に
は
、
江
戸
時

代
に
掘
削
さ
れ
た
用
水
「
上
堰
」
が
、
今
も

広
範
囲
の
水
田
に
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
２
日
、
環
境
創
造
コ
ー
ス
の
２
年

生
は
、
上
堰
の
水
質
調
査
に
で
か
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
地
域
の
水
環
境
を
知
る
こ
と

や
、
農
業
用
水
の
役
割
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。
生
徒
は
上
堰
を
上

流
か
ら
下
流
に
位
置
す
る
本
校
ま
で
の
間

で
、
４
か
所
に
お
い
て
水
温
や
ｐ
Ｈ
、
Ｂ

Ｏ
Ｄ
の
数
値
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
整
理
し
、

昨
年
度
の
調
査
結
果
な
ど
と
比
較
し
な
が

ら
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

※
ｐ
Ｈ
…
溶
液
中
の
水
素
イ
オ
ン
の
濃
度

　
　
　
　

を
指
し
ま
す
。

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
…
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
を

　
　
　
　
　

意
味
し
ま
す
。

　

８
月
27
日
、
環
境
創
造
コ
ー
ス
の
２
年

生
は
、
６
月
上
旬
に
種
を
ま
き
成
熟
期
を

迎
え
た
ホ
ウ
キ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
を
行
い

ま
し
た
。

　

生
徒
は
穂
先
の
首
の
部
分
か
ら
一
つ
下

の
節
の
と
こ
ろ
で
切
除
し
、
茎
が
つ
い
た

穂
の
部
分
を
収
穫
し
ま
し
た
。
一
般
の
作

物
と
は
少
し
変
わ
っ
た
収
穫
方
法
で
す
。

こ
れ
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
実
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
あ

く
ま
で
収
穫
物
の
用
途
は
ホ
ウ
キ
の
材
料

で
あ
り
、
茎
の
部
分
は
ホ
ウ
キ
の
柄え

に
な

り
ま
す
。

　

収
穫
部
位
の
葉
な
ど
を
取
り
除
き
、
一

定
量
で
束
ね
、
さ
ら
に
自
然
乾
燥
さ
せ
る

た
め
に
、
棒
に
掛
け
ま
し
た
。

今
後
、
脱
穀
を
経
て
、
材
料
が
そ
ろ

っ
た
と
こ
ろ
で
ホ
ウ
キ
を
製
作
す
る
予
定

で
す
。

　

本
校
が
設
定
す
る
科
目
「
北
信
州
学
」

（
１
年
）
で
は
、
地
域
の
農
林
業
や
そ
れ

に
関
連
す
る
産
業
に
つ
い
て
、
見
学
や
体

験
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

９
月
17
日
の
北
信
州
学
で
は
、
北
竜

湖
で
カ
ヌ
ー
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
初
め

て
乗
る
人
、
そ
う
で
無
い
人
、
そ
れ
ぞ
れ

が
湖
の
好
き
な
場
所
に
向
か
っ
て
オ
ー
ル

で
漕
い
で
い
き
ま
し
た
。

　

湖
か
ら
眺
め
る
自
然
環
境
か
ら
ど
ん
な

こ
と
を
感
じ
取
っ
た
の
か
、
そ
の
活
用
法

と
し
て
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
描
い
て
い
く

の
か
、
今
後
の
北
信
州
学
の
授
業
が
楽
し

み
で
す
。

上
うわせぎ

堰の水質調査

ホウキモロコシの
収穫

北信州学　
～北竜湖カヌー体験～

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

田
口
警
部
補
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燃
え
る
ご
み
の
組
成
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

　

燃
え
る
ご
み
の
量
５
％
削
減
に
向
け
、

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
燃
え
る
ご
み
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
組
成
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

組
成
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

前
年
同
時
期
（
令
和
５
年
９
月
）
と
比

較
す
る
と
、
減
量
で
き
る
ご
み
の
割
合
が

０
・
２
％
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
源
化
で
き
る
ご
み
の
割
合
も

０
・
６
％
増
え
て
い
ま
す
。

■
生
ご
み
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

生
ご
み
や
手
つ
か
ず
食
品
が
燃
え
る
ご

み
の
全
体
の
約
50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用

し
、生
ご
み
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

村
で
は
生
ご
み
処
理
機
購
入
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
品
の
買
い
過
ぎ
や
作
り
過
ぎ

に
注
意
し
、食
品
ロ
ス
を
削
減
し
ま
し
ょ
う
。

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
の
出
し
方

　

今
回
、
特
に
混
入
し
て
い
た
の
が
洗
剤
や

シ
ャ
ン
プ
ー
の
ボ
ト
ル
で
す
。
軽
く
す
す
い

で
プ
ラ
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

食
品
ト
レ
イ
は
プ
ラ
ご
み
に
出
す
か
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
店
頭
回
収

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
古
着
回
収
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

古
着
類
は
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
せ
ま

す
が
、
古
着
回
収
の
日
に
出
し
て
い
た
だ

く
と
、
大
切
な
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ベ
ビ
ー
・
子
ど
も
用

品
は
、
お
ひ
さ
ま
☀
リ
ユ
ー
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

有 

料 

広 

告

種類 R6.9 月
（今年）

R5.9 月
（前年） 増減率

燃
え
る
ご
み

おむつ 16.0％ 6.5％ 9.5％

その他の燃える
ごみ 18.8％ 30.0％ ‐ 11.2％

プラスチック製品 1.8％ 0.2％ 1.6％

ご
み

減
量
で
き
る

生ごみ 46.8％ 46.4％ 0.4％

手つかず食品 2.2％ 2.4％ ‐ 0.2％

資
源
化
で
き
る
ご
み

新聞 1.0％ 0.1％ 0.9％

チラシ等の古紙 1.7％ 6.2％ ‐ 4.5％

プラ製容器包装 3.1％ 4.4％ ‐ 1.3％

布類 8.4％ 3.2％ 5.2％

ペットボトル 0.2％ 0.0％ 0.2％

空き缶 0.1％ 0.0％ 0.1％

　　  不燃ごみ 0.0％ 0.5％ ‐ 0.5％

▲ 令和６年９月実施
　対象：村で燃えるごみとして出された１０袋を
　　　　無作為に抽出
　方法：燃えるごみ袋の中身を調査し、はかりで
　　　　種目別に重さを計測し、重量比で計算

　ごみの減量は、収集・運搬・処理に係る費用の
削減や焼却施設の長寿命化につながるだけでな
く、二酸化炭素排出量の削減にもつ
ながります。引き続き、ごみの減量
と資源化にご協力をお願いします。

組成調査結果

有 

料 

広 

告

【職　　種】製造業  /  事務職
【雇用形態】フルタイム  /  パートタイム（製造業のみ）

【勤務時間】フルタイム　8：00 ～ 17：20（休憩時間含む）

　　　　　  パートタイム　要相談（基本 6 時間以上）

■問合せ先　岡本商店有限会社　☎ 0269(82)4011
　　　　　  ハローワーク飯山　☎ 0269(62)8609

社員募集
公式サイト
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20

日　

村
ぐ
る
み
防
災
訓
練

21

月　

22

火　

23

水　

粗
大
ご
み
回
収
（
～
24
日
）

24

木　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

17
時
～

　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

25

金　

木
島
平
小
学
校
音
楽
会　

９
時
～

　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
西
町
）
18
時
30
分
～

26

土
　

村
民
祭　

８
時
45
分
～

27

日
　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

9
時
～
11
時
45
分

28

月　

29

火　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～

30

水

31

木

1

金　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
市
之
割
）
18
時
～

2

土　

3

日

4

月

5

火
　

10月

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日

文
化
の
日

村税等の口座振替日は 10 月 25 日㈮です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

社協関係の行事は 42 ページ
「社協の予定」をご覧ください。

有 

料 

広 

告

生ごみを 捨てる前には

ギューっと ひと絞り

エコパーク寒川

燃える
ごみ処分量

令和６年９月 令和５年９月 前年同月比

60,280kg 65,920kg 91%

燃えない
ごみ処分量

令和６年９月 令和４年９月 前年同月比

4,600kg 4,430kg 104%

　燃えるごみ処分量を減らしましょう。

　分別収集とリサイクルにご協力ください。

　ルールを守り、 気持ち良くゴミを出しましょう。

きちんと分別

燃えるごみと 資源ごみ

長野県の最低賃金が改正されました

時間額９９８円

　「長野県最低賃金」が、令和６年 10 月 1 日か
ら時間額９９８円に改正されました。
◉問合せ　長野労働局労働基準部賃金室
　　　　　電話 026（223）0555

長野県 PR キャラク
ター「アルクマ」
© 長野県アルクマ

☆業種・年齢・雇用形態（正社員、パート等）
　に関わらず、長野県内で働くすべての人に
　適用される 1 時間当たりの賃金の最低額です。
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11月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 24 野沢温泉村 0 0 19 その他 0 0 4

飯山市 ０ 0 107 栄村 0 0 17 《合計》 0 0 171

件 件 件 件 件件 件件 件９月の出動件数（岳北消防本部）

予 防 接 種

再確認 時には必要 うたがう火

【10 月 20 日㈰～ 11 月 19 日㈫】

◉ 10 月 29 日㈫　9：45 ～
　「かおり先生の食育教室」
　保育園のメニューをもとにした離
　乳食などを紹介します。
◉ 11 月 5日㈫　9：45 ～
　「親子ふれあい遊び（運動）」
　マットやトンネルなどを使って親
　子で体を動かしましょう。
◉ 11 月12 日㈫　10：00 ～
　※時間にご注意ください。
　「薬剤師さんに聴いてみよう !!」
　乳幼児の薬の飲ませ方などにつ
　いてお話を聴きます。
◉ 11 月18 日㈪　10：20 ～
　※曜日と時間にご注意ください。
　「リトミックを楽しもう♪」
　音楽に合わせて親子で体を動か
　して遊びます。

おひさま広場

おひさま教室

あ人
権
か
る
た

BCG 予防接種

乳幼児健診

6

水
　

心
配
ご
と
相
談　

9
時
～
12
時

7

木

8

金
　

戦
没
者
・ 

満
州
開
拓
殉
難
者
追
悼
平
和
祈
念
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
時
30
分
～
11
時
30
分

9

土　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
村
民
の
集
い　

13
時
30
分
～
15
時
40
分

　
（
旧
差
別
を
な
く
す
村
民
大
会
）

10

日　

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

11

月　

12

火

13

水　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

14
時
～

　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
平
沢
）
19
時
～

14

木

15

金

16

土　

17

日　

根
塚
遺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
東
日
本
編
）

18

月

19

火　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
北
鴨
）
19
時
～

20

水

広
報
配
布
日

家
庭
の
日

り
が
と
う  

笑
顔
が
し
あ
わ
せ  

花
ひ
ら
く

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉ヒブ・肺炎球菌 ：10 月 28 日㈪
◉ B 型肝炎・ロタウイルス
　　　　　　　  　 ：11月 8 日㈮
　ロタウイルスの対象：
　　　　令和 6 年 6 月～ 8 月生

うまれ

◉水痘：11 月18 日㈪
　対象：令和5年 2 月～令和5年 4 月生
　　    令和5年8 月～令和5年10 月生

日にち：10 月 21日㈪
場所：木島平クリニック
受付：11：45 ～ 12：00
対象：令和 6 年 3 月生

受付：13：00 ～ 13：30  
場所：保健センター
日にち：10 月 30 日㈬
対象：令和 3 年 9 月生、令和 4 年 9 月
　　  令和 5 年 3・10 月生
　　  令和 6 年 3・6 月生

保護者同士の交流の場として、おひさ
ま保育園プレイルームを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：00 ～ 11：30
※第１木曜日は 9：00 ～ 15：00

◉ 10 月 22 日㈫　9：45 ～
　「はじめての木育スタート講座②」
　おもちゃを作ります。
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監査意見【総括として】

監査意見【財政の構築として 】

８月30日から９月13日まで

令和５年度決算などを審議 

　実質公債費比率※ 1 が 13.2％で前年度対比 1.3 ポイント減となった。新庁舎の建設
や公共施設の維持管理に伴い、実質公債費比率は平成 30 年度以降上昇していたが、
令和３年度をピークに減少に転じ、今後、緩やかに下降していくものと予想されてい
る。しかしながら財政状態は、依然として厳しい状況が見込まれることから、今後と
も公共施設の維持管理にあたっては管理計画に基づき総合的な判断のもと、実質公債
費比率が 18％を超えることがないよう計画的に対応されたい。また、地方公共団体
財政健全化法※ 2 による４指標についても、数値に注視し、健全な財政状態の維持を
図られたい。（※１、※２の説明は左ページ）

⑤　ホテルシューネスベルクと池の平
ゲレンデについては、指定管理者が営業
の再開を断念したが、施設の適正管理に
努めるとともに、今後の施設のあり方に
ついて解体、撤去を視野に入れ、早期に
決定されたい。

②　一般廃棄物処理事業によるごみの
減量化は、その取組みが奏功し、家庭か
ら排出される可燃ごみは若干ながら減少
となっている。しかしながら、依然とし
て廃棄物処理費用は多額であり、ごみの
減量化は当村において重要な課題である
ことから、今後も更なる取組みを強化し
減量化に努められたい。

③　木島平村住まいづくり促進事業補助
金交付要綱の中で、補助対象となる住宅
の要件が不明瞭であるため、明確化され
たい。

④　農家の高齢化が進む中で、今後、農業
振興公社の果たす役割は非常に大きい。
村は公社と連携し優良農地の荒廃地化の
防止に努められたい。

⑥　地域活性化起業人や地域おこし協力
隊について、活動内容がわかりづらい
ため情報発信等工夫し、周知に努められ
たい。

①　本年度の村税の不納欠損額は現年度分と過年度分合わせて
297 万 1,000 円となっている。その要因を再度検証し、税負担の
公平を欠くことのないよう努められたい。

　今議会に村から提案された［予算案９件、認定案 10 件、条例案２件、事件案６件］は、
令和６年度一般会計補正予算を修正可決としたほか、すべて可決・認定しました。
　また、請願２件、陳情４件も審査しました。賛否の分かれた議案は 31 ページに記載
しています。
　認定案の令和５年度決算については、全議員による「予算決算常任委員会」において
審議しました。決算の概要は、広報２～３ページをご覧ください。
　なお、決算に対し、勝山 卓 代表監査委員から次のとおり意見報告がありました。

勝山代表監査委員勝山代表監査委員
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補正予算

　令和６年度 一般会計補正予算（第３号）１億 6,570 万円増額（総額 40 億 106 万円）の補正予算
のうち木島平村観光施設特別会計への繰出金（ホテルシューネスベルクの存続を判断するための調査
費用）１０３万円を減額し、１億 6,466 万円増額（総額 40 億 2 万円）の修正案を賛成多数で可決
しました。
　主な内容を抜粋してお知らせします。（千円以下を四捨五入）

・蛭川橋防犯カメラ設置費　　51万円（県費含む）
・投票所再編に伴う庁舎の一部改修費　　64万円
・ふう太ネット運営事業決算に伴う減額　　△359万円
・障害者地域生活支援事業に係る制度改正に伴うシステム改修委託料    151万円（国費含む）
・介護保険特別会計への繰出金　　368万円（国費含む）
・稲荷地籍の畦の崩落箇所復旧工事費　　220万円
・排水機場更新に係る県への負担金等　　299万円（地方債含む）
・創業支援金追加２件分　　200万円
・村内案内看板新設６か所分　　143万円
・電気柵設置追加20か所分　　20万円
・空き家の有効活用（家財搬出清掃等、取得、改修）に対する補助金追加分　　99万円
・シャトル便車両の購入費減額（今年度中の納入が困難になったため） 　　△605万円
・牧の入地区（木島平地籍）への新たな水道管・消火栓の設置費　1,101万円（辺地債含む）
　　　・児童手当給付制度改正に伴う増額（支給対象年齢の引き上げ等）1,057万円（国費含む）
　　　・小・中学校のネットワーク環境の調査委託費　　195万円（国費含む）

総務課

事件 ピック
　　アップ

●第７次総合振興計画を可決
　令和７年度を初年度とする村の指針となる最上位計画。基本構想の計画期間は令和14年度までの
８年間とするもの。
　村が目指す将来像を「誇りと愛着を育み、一人ひとりが希望を持てる木島平～誰もが暮らしやすい
持続可能な村～」としている。

ピック
　　アップ

民生課

産業課

建設課

子育て支援課

①実質赤字比率（生じていません）
　�　普通会計を対象とした実質赤字額の標準

財政規模に対する比率。
②連結実質赤字比率（生じていません）
　�　一般会計、特別会計、公営企業会計を含めた

すべての会計を対象とした実質赤字額の標準
財政規模に対する比率。

　�　財政の「全体像」をとらえるのがこの指標
の目的。
③実質公債費比率（13.2％）
　　右記※１のとおり。
④将来負担比率（生じていません）
　�　土地開発公社や村が損失補償する出資法人

なども含め、一般会計が将来負担すべき負債
の標準財政規模に対する比率。

※１　実質公債費比率とは…
　�　村の普通会計が負担する元利償還金及び準

元利償還金の標準財政規模を基本とした額に
対する比率。この比率が18％を超えると、
新たな借金をするときに国や県の許可が必要
になります。

※２　�地方公共団体財政健全化法による「４指
標」とは…

　�　地方自治体の財政破綻（はたん）を早い段階
で防止することを目的とした法律に基づく財政
状況を示す指標です。公表される財政指標は
左記の①～④で、（　 ）内は令和５年度決算の
状況です。

　�　なお、４指標とも、数値が大きいほど財政
状況は悪いとされます。
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国民健康保険条例の一部改正に対する
討論　　　　　　　  　山浦　登 議員

　 マ イ ナ 保 険 証 は 、 国 民 か ら 十 分 理 解 が 得 ら
れ て お ら ず 、 自 治 体 、 医 療 ・ 福 祉 関 係 か ら 実
施 に 伴 う 疑 問 ・ 懸 念 が 多 く あ る 。 長 野 県 保 険
医協会が77市町村へのアンケートでは、８割
を 超 え る 自 治 体 で 対 応 に 苦 慮 。 有 効 期 間 や 電
子証明書の失効時期の把握について、54市町
村 が 「 で き て い な い 」 と 答 え 、 11 市 町 村 が
「わからない」と回答。65市町村が「制度を
十 分 把 握 し き れ て い な い 」 と 回 答 。 ア ン ケ ー
ト 結 果 を 受 け て 保 険 医 協 会 は 、 現 行 の 保 険 証
を 存 続 す る よ う 様 々 な 団 体 と 取 り 組 む と し て
い る 。 人 為 的 ミ ス 、 シ ス テ ム の 不 具 合 、 政 府
の 周 知 不 足 に 起 因 し た ト ラ ブ ル も 発 生 。 多 く
の 問 題 を 抱 え た マ イ ナ 保 険 証 の 現 状 で の 実 施
と保険証の廃止には反対する。

①�観光施設特別会計繰出金１億 3,593 万８千円減
額分を、給食費の無償化、子どもの医療費の無
償化、子どもの国民健康保険税均等割減額等に
充当すべき。

②�一度も使用されていない総合グラウンド、弓道
場の在り方、継続使用の可否を判断し、費用削
減に努める必要があった。

③�カヤの平ロッジ・案内所の運営上の不備が指摘
され、利用客数、売上減少につながっている。
前任者との引継ぎ、村の指示、連携の検証が必要。

④�ホテルシューネスベルクが運営されず、維持管
理費用が無駄に支出されている。

令和５年度一般会計決算に対する討論
　　　　山浦　登 議員反対 不認定

例規の改正

●国民健康保険条例の一部改正
　マイナ保険証の導入による保険証廃止に
伴う改正。

一般会計補正予算（第３号）および観光施設特別会計補正予算（第１号）修正案に対する討論

山本隆樹  議員

　「ホテルシューネスベルクの調査
費用の全額削除」は、撤退を前提に

進 め る と の 判 断 を 意 味 す る 。 今 後 、 プ ロ ポ ー
ザ ル 方 式 や 各 社 か ら の 相 談 を 受 け 、 展 開 す る
た め に も 、 最 低 の 調 査 費 用 を か け 対 応 す る 必
要 が あ る 。 現 状 の 施 設 か ら の 展 開 も 視 野 に 入
れ 、 国 と の 協 議 、 さ ま ざ ま な 展 開 の 可 能 性 を
視 野 に 入 れ た 取 組 み の た め に も 最 低 の 調 査 費
用をかけ進めていくべき。その取組みが新たな
「レクリエーションの森計画」※の拡張につな
がる可能性もある。
※レクリエーションの森計画とは…
　 池 の 平 ゲ レ ン デ な ど 国 有 地 一 帯 を 開 発 す る
ために、ホテル等建設時に国に提出した計画。

　ホテルシューネスベルクは、建設から
29 年経過し劣化が激しく、 雨漏りと

天井の一部落下、壁やじゅうたんの汚れ、風呂
ろ過装置の修理、ボイラーの更新など大規模な工
事が必要。また、当時は必要なかったエアコンや
エレベーターの設置が必要となり、改修金額が多
額になる。ゲレンデも一体的活用となれば、再整
備や老朽化したスキーリフトの架け替えも必要。
立地が悪く、スキーリゾートとしての魅力は乏し
いと言わざるを得ない。厳しい財政状況の中で多
額の投資をしても、指定管理者が見つかる保証も
なく、施設使用料は多くは見込めないと思われ
る。費用対効果に問題があり、村民の理解が得
られない。

反対 賛成
丸山邦久  議員

●公営企業の設置等に関する条例の一部改正
　牧の入（木島平地籍）の加入に伴う給水エリア拡大
による「高社簡易水道」の給水人口等の項目の変更。
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「令和６年６月定例会臨時会の審査意見」に対する村の対応

　�　　　馬曲温泉の修繕については、現状での引渡しが条件とされていた観点から、両者でしっかり
協議されたい。
意見１

【予算決算常任委員会】

 ≪賛 否 の 分 か れ た 議 案 の 結 果≫

■表の説明：〇賛成（起立）、×反対　（議長は議決に参加しないため、議員名から外しています）

（要旨抜粋）

　�　　　施設の貸付に際し締結した施設使用貸借契約書及び関係法令に基づき、双方しっかり協議
しながら適正に対処していく。
対応１

　�　　　農の拠点施設の関連予算について、再整備計画が不確定な状況での予算計上に異論や懸念の声
も多い。これからの施設のあり方の判断材料として、「地盤調査や整備費用の概算等は必要」との
観点から、賛成多数で可決としたが、賛成議員の多くも迷いながらの決断であったことを報告する。

　�　そのような状況を踏まえ、再整備にあたっては、道の駅構想に限らず、様々な観点から、将来を
しっかり見据えた計画を慎重に検討するとともに、早い段階で、パブリックコメントのほか、対面
での住民説明会等でしっかり意見を聞き、住民合意を得ながら進められたい。

意見２

　�　　　再整備にあたっては、賑わいを醸成し採算性ある施設運営の確立を目標に、これに必要な機能
の導入や、村民の社会参加、健康増進に結び付くワークショップなどの活用拠点とすることを検討し
ていく。なお、計画策定にあたっては、住民意見を計画に反映できる意見聴取の機会を確保すること
も必要であると考えている。

対応２

「令和６年９月定例会の審査意見」
【総務民生文教常任委員会】

　�　　　第７次総合振興計画について、村づくりへの意識醸成につながるよう、今後、村民の皆さん
との意見交換や意見聴取の機会を設けるなど、広く周知を図られたい。
意見１

【予算決算常任委員会】（いずれも令和５年度決算に対して）
　�　　　 総 合 グ ラ ウ ン ド、

弓道場等、未利用施設に
ついては、維持管理費が

　かかることから、今後のあり
　方を早急に検討されたい。

意見１ 　�　　　中学生のルクセンブ
ルク交流事業については、
公平性や村の財政負担の
面からもあり方を検討さ
れたい。

意見２ 　�　　　 公 用 車 の 導 入 に あ
たっては、購入とリースの
メリット・デメリット等を
しっかり検討し、対応され
たい。

意見３

議　　案

議　　員　　名
採
決
結
果

関
　
達
夫

湯
本
直
木

湯
本
行
浩

山
本
隆
樹

山
浦
　
登

丸
山
邦
久

江
田
宏
子

山
﨑
栄
喜

令和６年度一般会計補正予算（第３号）修正案 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

令和６年度観光施設特別会計補正予算（第１号）修正案 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

令和５年度一般会計決算 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 認定
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みなさんからの請願・陳情

議員からの発議

受理番号 件　　名 結果 対応・理由等

陳情第１号
「さらなる少人数学級推進と教育予算の

増額」・「義務教育費国庫負担制度の堅持・
拡充」を求める請願書

採　択
衆・参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、
総務大臣、文部科学大臣あてに意見書を
提出。

陳情第２号
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当

等支給率を近隣県並みの水準に戻すこ
と」を長野県知事に求める請願書

採　択
長野県知事、県議会議長あてに意見書を
提供。

陳情第３号
母（王乖彦）が中国で不法に逮捕され
ている件に関する要望

継続審査
外交問題も絡んでおり、結論が出ないた
め。

陳情第４号
政府の責任で医療・介護施設への支援
を拡充しすべてのケア労働者の賃上げ
や人員増を求める陳情書

採　択
内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、
総務大臣あてに意見書を提出。

陳情第５号
国民健康保険財政への国庫負担の増額
を求める陳情

採　択
内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、
内閣府特命担当大臣あてに意見書を提出。

陳情第６号
「現行の健康保険証の存続を求める意
見書」の提出を求める陳情書

継続審査
採択すべきという声もあったが、国民健
康保険条例の保険証廃止に伴う条例改正
と矛盾するため。

受理番号 件　　名 結果 対応・理由等

発議第９号
「女性差別撤廃条約選択議定書」の

速やかな批准を求める意見書について
可　決

衆・参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、
法務大臣、外務大臣、女性活躍担当大臣
等に意見書を提出。

【村からの提出案件】
７月18日
（1）木島平村公職選挙規程等の改正について
（2）�「ホテルシューネスベルク指定管理者」指定の

取消しについて
（3）地域活性化起業人について
（4）村税の納め方の変更について

【議員間協議】
７月18日
・協議事項　
（1）�県特別豪雪地帯指定市町村議会協議会提出議題に

ついて
（2）�社会福祉協議会・農業振興公社・観光振興局の
　　  経営状況報告
（3）議会一般質問　一問一答の検討
・報告事項
（1）第７次総合振興計画審議会から
（2）一般質問の答弁にあった「検討事項」について

議会全員協議会
【村からの提出案件】
８月22日
・協議事項
（1）第７次総合振興計画について
（2）道の駅再整備事業について
（3）ホテルシューネスベルクについて
・報告事項
（1）議会答弁での検討事項について（回答）
（2）令和５年度事務事業評価について

【議員間協議】
８月22日
・協議事項
（1）議会一般質問   一問一答の検討
（2）９月議会　議員発議の内容について
（3）議会改革に関する提案の内容について
（4）地域活性化起業人と議員の懇談について
（5）北信建設事務所との意見交換について
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一般質問は、事前に提出した通告書に沿って行っています。
議会では、昨年まで一般質問の方法を「時間制限を設けず、一つの質問項目に

対し、『一括質問・一括　答弁』での再質問、再々質問まで」としてきましたが、
議論が深まらないなどの課題があり、村民の皆様からも同じような指摘が寄せられ
ており、質問の方法について協議・検討しています。

令和５年 12 月から「質問回数の制限なしでの一問一答方式（一括質問一括答弁）」
を試行的に３回実施してきましたが、より分かりやすくするため、今回は「最初の
小項目から一問一答とする」方法で試行的に実施することとしました。

制限時間については、質問のみ（答弁は含まない）で 45 分の制限とします。
次回は、これまでの試行的実施を検証したうえで、最終的に決定します。

【これまでの試験的実施の内容】

通告書の例　　　　　令和６年９月第３回木島平村議会定例会　行政事務一般質問通告書
【木島平村議会議員　○○○○（議員名）】

質問事項 質問要旨 答弁者

１．●●について
（大項目）

今、村では～となっているが、次のことについて伺う。
（小項目）①～に対する認識は。
（小項目）②～に向けた今後の対応は。
（小項目）③～の支援策が必要と考えるが、村長はどう考えるか。

村長

■令和５年９月定例会まで（現行のきまり）
・時間制限なし
・一つの大項目に対し一括質問・一括答弁で、再質問、再々質問まで（合計質問回数３回まで）

■令和５年12月定例会～令和６年６月定例会（試行的実施）
・質問のみで45分の制限時間
・最初の質問は一括質問・一括答弁で、再質問から一問一答（質問回数に制限なし）

■令和６年９月定例会（試行的実施）☆今回実施
・質問のみで45分の制限時間
・最初の小項目①から一問一答（質問回数に制限なし）※小項目①の質問がすべて終わってから②へ
・村の答弁は自席で行う

質問
大項目１●●について

答弁
大項目１●●について

再質問
大項目１●●について

再々質問 まで

質問

大項目１●●について
　小項目①・・・

答弁

大項目１●●について
　小項目①・・・

大項目１●●について
　小項目①・・・

→質問 答弁

一括質問

大項目１●●について
　小項目①・・・
　小項目②・・・
　小項目③・・・

大項目１●●について
　小項目①・・・
　小項目②・・・
　小項目③・・・

大項目１●●について
　小項目①・・・

　小項目①に関する再質問
  ※①が終わってから②へ

→ 答弁

一括答弁

再質問

一般質問の仕方について研究しています　Part ２
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１　湯本　直木
①村内観光施設の維持管理について
②地域活性化起業人と地域おこし協力隊について
③給食費の無償化と村長の政治姿勢について
④フレイルへの対応について

２　山浦　　登
①令和５年度決算について
②マイナンバーカード・マイナ保険証について
③新型コロナ感染症対策について
④食料自給率向上と農業支援について
⑤村の政策決定における村民の意見聴取について

３　丸山　邦久
①少子化対策について
②社会福祉協議会の在り方について
③スキー場の事業者への対応について

４　湯本　行浩
①社会インフラ整備の中長期の施策を問う
②デジタル化により村民の生活をよりよくする

各議員の一般質問の項目
９月６・７日に８人が一般質問を行いました。質問・答弁の要旨は来月（11月号）の議会だよりに掲載します。

１　江田　宏子
①�秋から始まる「新型コロナワクチン接種」の

リスク対策について
②地域おこし協力隊の導入と活用について
③移住・定住の促進について

２　山本　隆樹
①�木島平村の観光行政（観光地域づくり）に

ついて
②農業振興について

３　関　  達 夫
①第７次総合振興計画はどう理解を得るか
②学力調査をどう生かしていくか
③５年度の事務事業評価をどう生かす

４　山﨑　栄喜
①道の駅再整備方針について
②ホテルシューネスベルクの活用について
③社会福祉協議会決算に対する村の対応について

第２日目（９月７日）第１日目（９月６日）

６月定例会以降の議会活動
町村議会議長会議員研修（７月12日）松本市

長野県町村議会議長会主催による議員研修会が開催され、
「議員のなり手不足は自治体の危機、その打開の道を探る」

とのテーマで講演がありました。議員のなり手不足は議会だ
けの問題ではなく、住民自治、民主主義の問題としてとらえ
ることが必要であり、地域代表システムの弱体化、地域コミュ
ニティの限界も指摘されました。その対策として、議会改革
だけでなく、議員のなり手の３要素 ( やりがい、環境、待遇 )
の改善、女性議員の増加、執行機関や地域コミュニティ、県・
国への課題や要望など、多岐にわたり総合的に解決していく必
要があり、本議会でも解決に向けて取り組む検討をしています。

地域活性化起業人との懇談会（９月25日）
この７月から３年間の任期で協定を結んだ㈱センキョの

堀浩之社長（オンラインで参加）と、観光振興局に派遣され
た高倉大真（だいしん）さんとの懇談を行いました。

地域活性化起業人のミッションは「地域資源の発掘や PR」
「SNS 等によるマーケティング」「村の関係人口やファンを増

やすこと」などです。
高 倉 さ ん は、 既 に 村 の PR 動 画 を 30 本 程 制 作 し、

TikTok( ティックトック ) 等に投稿しています。また、映像ディレ
クターだった経験を活かし、動画制作の講座や動画コンテスト
の開催、事業者の PR のサポート、マーケティング部の設立なども計画中とのこと。

堀社長からは「発信できる人材の育成」と、子供たちの「将来の選択肢の拡大」（＝村にいながらの仕事づくり）
にもつなげていきたいとの想いも語られました。

町村議会議員研修会場の様子町村議会議員研修会場の様子

懇談の様子懇談の様子
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【12月議会定例会】
　開　会　日　11月29日（金）
　一般質問①　12月 ４日（水）
　一般質問②　12月 ５日（木）
　閉　会　日　12月12日（木）

次回定例会の開催予定

11月13日（水）午後５時
　議会事務局へ直接お持ちいただき、事務局員に
説明をお願いします。

請願・陳情の受付締切日※現時点での予定です。

議会だより編集委員

委 員 長　江田宏子
副委員長　山本隆樹
委　　員　山浦　登
　　　　　関　達夫
　　　　　湯本直木
　　　　　湯本行浩

定例会・臨時会の会議録は、どなたでもご覧いただけます

会議録は、定例会・臨時会の本会議記録を載せています。
次の場所・方法で閲覧できます。
・役場２階の議会事務局での閲覧（平日午前８：30 ～午後5：15）
・村公式ウェブサイトに掲載

木島平村 で検索して、次のように進んでください。

※９月定例会会議録は、現在作成中のため、次回定例会までに掲載予定です。

公式ウェブサイト（トップページ下段）の 木島平村議会  ➡ 会議録
スマートフォン・タブレット
からは、ＱＲコードの読取り
でご覧いただけます。

議会を傍聴しませんか

本会議は、どなたでも傍聴できます。
傍聴席は、役場２階 議場後方が入口です。
また、本会議は、ふう太ネットで生放送および再放送を

しています。
　開会日と閉会日の再放送は、
当日の午後７時からです。
一般質問の再放送は、ふう太
ネット番組表または音声放送
等でご確認ください。
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本
年
度
、
２
回
目
の
社
会
人
権
同

和
教
育
研
修
講
座
は
、
講
師
に
、
島

田
一い

っ
せ
い生
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
権
セ

ン
タ
ー
な
が
の
・
常
務
理
事
）
を
お

招
き
し
て
９
月
６
日
に
開
催
し
ま
し

た
。演

題
「
解
放
子
ど
も
会
の
子
ど
も

た
ち
と
親
た
ち
」
の
中
で
、
同
和
教

育
推
進
教
員
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
や
親
と
の
出
会
い
か
ら
学
ん

だ
こ
と
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
、
ま
た
、
部
落
差
別
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
、
自
ら
の
経
験
と

日
頃
の
取
組
み
を
も
と
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

教
員
時
代
に
出
会
っ
た
教
え
子
た

ち
か
ら
被
差
別
部
落
出
身
で
あ
る
こ

と
の
相
談
を
た
く
さ
ん
受
け
、
そ
の

相
談
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
、
ま
た
そ
の
教
え
子
た
ち
と

は
、
卒
業
後
も
交
流
を
つ
づ
け
て
い

る
な
ど
、
講
演
を
通
じ
て
、
島
田
さ

ん
の
あ
た
た
か
な
人
柄
や
情
熱
の
深

さ
を
た
く
さ
ん
感
じ
と
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

当
日
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
熱

心
に
島
田
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

～
解
放
子
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の
子
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～
解
放
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の
子
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も
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第
２
回

第
２
回  

社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座

社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座

分館人権同和教育学習会

講師の島田一生さん講師の島田一生さん

真剣に講演を聞く参加者真剣に講演を聞く参加者 講演の様子講演の様子

昨年度は村内 12 分館で開催され、本年度は、16 分館（6 分館で開催済み）
での開催が予定されています。（令和 6 年 9 月 17 日時点）

中村中村 山口山口 原大沢原大沢

高石高石 上千石上千石 北鴨北鴨
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子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
第
３
種
目

は
8
月
3
日
、
農
村
交
流
館
の
涼
し

い
会
場
で
ボ
ッ
チ
ャ
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
村
民
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
（
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月
13
日
開
催
）
の
種
目

に
も
な
っ
て
お
り
、
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。
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催
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。
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月
24
日
で
す
。

9
月
6
日
か
ら
全
３
回
の
教
室
に
よ
り
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

最
初
に
２
種
類
の
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
を
選
び
、

必
要
な
長
さ
に
カ
ッ
ト
し
た
後
、
編
み
こ
ん
で

い
き
ま
す
。

縦
ひ
も
、
横
ひ
も
を
間
違
い
な
く
組
み
上
げ

て
い
く
と
、
き
れ
い
な
模
様
が
出
て
き
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
楽
し
み
な
が
ら

熱
心
に
作
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室

～
ボ
ッ
チ
ャ
～

ス
マ
ホ
教
室

～
始
ま
り
ま
し
た
～

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
教
室

～
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を
作
成
～

ス
テ
キ
な
カ
ラ
ダ
を

　
　
　
　
つ
く
り
ま
専
科

～
ヨ
ガ
～
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【
日
時
】
10
月
26
日
（
土
）
午
前
８
時
45
分
～

【
場
所
】
木
島
平
村
体
育
館
・
若
者
セ
ン
タ
ー
・

　

芝
生
広
場
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー
周
辺
ほ
か

【
内
容
】

　

文
化
祭

　

商
工
祭

　

Ｊ
Ａ
な
が
の
木
島
平
支
所
ビ
ビ
ッ
ド
祭

　

ふ
れ
あ
い
広
場

　

農
業
祭

　

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

健
康
ま
つ
り

　

環
境
フ
ェ
ア

　

図
書
館
ま
つ
り 

な
ど

　

各
種
展
示
・
販
売
、

芸
能
発
表
会
、
催
し
物

な
ど
当
日
は
、
み
な
さ

ん
会
場
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

本
年
度
、
芸
能
発
表

会
の
会
場
が
村
体
育
館
、

各
種
展
示
の
会
場
が
若

者
セ
ン
タ
ー
に
変
更
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
折
込
チ
ラ

シ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
9
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
40
分

【
会
場
】
若
者
セ
ン
タ
ー
研
修
室

【
内
容
】

　

○
開
会
行
事　

午
後
1
時
30
分
～

　

○
大
会
行
事　

午
後
1
時
50
分
～

　
　
　
　
　

・
行
政
報
告

　
　
　
　
　

・
雪
ん
子
人
権
子
ど
も
会
の
発
表

　

○
講
演
会　
　

午
後
2
時
10
分
～

　
　
　
「
差
別
と
社
会
構
造

　
　
　

～
若
者
た
ち
の
部
落
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
識
に
も
ふ
れ
て
～
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

池
田　

賢
市
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
大
学
教
授
）

　

○
大
会
宣
言　

午
後
3
時
35
分
～

　

○
閉
会　
　
　

午
後
3
時
40
分

　

※
詳
細
は
、
折
込
チ
ラ
シ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
】
安
永
中
野
騒
動

　
　
　
　
　

～
木
島
平
の
人
た
ち
の
百
姓
一
揆
～

　

安あ
ん
え
い永
６
年
（
１
７
１

７
）
の
冬
、
木
島
平
の

人
た
ち
が
中
野
陣
屋
の

年
貢
施
策
に
抵
抗
し
て
、

大
規
模
な
一
揆
を
お
こ

し
ま
し
た
。
施
策
を
守
ろ
う
と
し
た
名
主
宅
を
打
ち

こ
わ
し
た
り
、
陣
屋
の
あ
る
中
野
の
町
へ
押
し
か
け

た
り
し
ま
し
た
。
周
辺
地
域
の
人
た
ち
も
巻
き
込
ん

で
、
そ
の
数
は
数
千
人
に
ふ
く
れ
あ
が
り
ま
し
た
。

騒
動
は
ど
の
よ
う
に
鎮
圧
さ
れ
た
の
か
、
処
罰
は
ど

う
な
っ
た
の
か
。
そ
の
様
子
を
く
わ
し
く
記
録
し
た

『
騒
動
記
』（
帳
面
）
を
読
み
ま
す
。

〈
１
回
目
〉
岳
北
会
場

〔
日
時
〕
11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

〔
会
場
〕
木
島
平
村
農
村
交
流
館

〈
２
回
目
〉
岳
南
会
場

〔
日
時
〕
11
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

〔
会
場
〕
中
野
市
中
央
公
民
館

　

〇
受
付　

両
会
場
と
も
９
時
か
ら

　

〇
テ
キ
ス
ト
代　

５
０
０
円

　

〇
申
し
込
み　

不
要

〔
講
師
〕
樋
口
和
雄
（
ふ
る
さ
と
資
料
館
長
）

※�

１
回
目
と
２
回
目
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
ど

ち
ら
か
都
合
の
よ
い
会
場
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

第
45
回
　

村
民
祭
開
催
に
つ
い
て

人
権
が
尊
重
さ
れ
る

村
民
の
集
い
開
催
に
つ
い
て

古
文
書
講
習
会

　
　
　
　
　
開
催
に
つ
い
て

騒動記騒動記
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今月の一冊

図書館だより図書館だより

☆児童図書児童図書☆

☆新着図書新着図書☆

ちっちゃな図書館往郷911-7若者センター内　☎82-3111(内線206)　月曜日休館
開館時間・平日9時～17時45分／土日祝8時30分～17時15分

木島平小学校　教諭 丸山　智
ともよ し

義

「雪女」は、雪の降る地方に広く伝わる伝説で、い
ろいろなお話があるそうです。学校の図書館には、松
谷みよ子作の「ゆきおんな」と、小泉八雲作の「雪女」
がありました。前者の舞台は “ 白馬岳 ” とあることか
ら長野県、後者は “ 武蔵国 ” で現在の東京都の北部の
ようです。
遠く離れた両地域ですが、ストーリーはよく似ていて
登場人物の木こりの名前まで同じです。雪女と出会った
ことを固く口止めされた若い木こりですが、何年かたつ
うちにその口止めの約束を忘れて自分の女房に話してし
まいます。
ところがその女房というのは雪女が姿を変えたものでした。約束通りならばその場で殺されるとこ
ろですが「・・じゃがの、あすこに寝ている子どもたちのことを思うと、今となってはそなたの命を
取ることはできぬ。・・」と言い残して雪女は消えていくというお話です。
「ぞっとするほど恐ろしい目と美しい顔を持つ “雪女 ”、いわゆる妖怪が登場する怪談話なのですが、
その気味の悪さ以上に、艶

つや

っぽく、悲しく、優しくて、なんともきれいなお話です。
機会がありましたら是非ご覧ください。

②『雪女』

　
稲
刈
り
も
ぼ
ち
ぼ
ち
終
わ
っ
て
、
日
に

日
に
陽
も
短
く
な
っ
て
き
や
ん
し
た
（
き

ま
し
た
）。
な
っ
ち
ょ
だ
ぇ
。（
い
か
が
お

過
ご
し
で
す
か
。）

　
今
月
は
、「
お
ん
と
」
と
「
あ
ん
ば
」
に

つ
い
て
ふ
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
お
ん
と
」
は
「
座
る
」
を
、「
あ
ん
ば
」

は
「
さ
よ
う
な
ら
」
を
表
し
て
ま
す
。

　
あ
か
ち
ゃ
ん
な
ど
小
さ
な
子
に
「
お

め
ぇ
も
こ
こ
に
お
ん
と
す
る
か
？
」（
あ
な

た
も
こ
こ
に
座
ろ
う
か
？
）と
か
、「
お
め
ぇ

も
そ
こ
に
お
ん
と
し
ろ
」（
あ
な
た
も
そ
こ

に
座
り
な
さ
れ
）
と
言
っ
て
、
座
る
の
を

促
す
の
に
使
い
ま
す
。

　
会
議
や
飲
み
会
で
の
終
わ
り
や
、
そ
こ

か
ら
立
ち
去
る
際
に「
じ
ゃ
あ
、あ
ん
ば
～
」

と
い
う
や
り
と
り
は
、
最
近
少
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
に
「
あ
ん
ば
～
」「
あ

ん
ば
な
～
」
あ
ん
ば
ね
～
」
と
い
っ
て
返

す
の
も
一
般
的
で
す
。

　「
あ
り
が
と
う
、
ば
い
ば
い
」
を
省
略
し

た
も
の
に
も
見
え
ま
す
。

　　「
そ
ろ
そ
ろ
、
さ
び
く
（
寒
く
）
な
っ
て

き
た
か
ら
、
の
ふ
て
～
（
温
か
い
）
風
呂

に
へ
ぇ
り
て
（
入
り
た
い
）」

シ
リ
ー
ズ
　

シ
リ
ー
ズ
　
木木おお

島島らら

平平ほほ

のの
方方こ

と
ば

こ
と
ば言言

③③

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

とびきりおいしいおうちごはん（野
の む ら

村友
ゆ り

里）パインさんのごちゃまぜかんばん（レオナード・ケスラー）
歯のはえかわりのなぞ（北川チハル） 小

しょうがく せ い

学生のうちから知
し

っておきたい著
ち ょ さ く け ん

作権の基
き ほ ん

本（宮
み や た け

武久
ひ さ よ し

佳）
イリエワニ（福

ふ く だ

田雄
ゆ う す け

介）　ぞうちんとぱんつのくに（ゆままま）　 動
ど う ぶ つ

物の義
ぎ そ く

足やさん（沢
さ わ だ

田俊
と し こ

子）
小
しょうがくせい

学生から知
し

っておきたい英
え い ご

語の？ハテナ（田
た じ の

地野彰
あきら

）

ほどよく忘れて生きていく（藤井英
ひ で こ

子） 7日間で英語がペラペラになるカタカナ英会話（甲斐ナオミ）
室町ワンダーランド（清水克

か つ ゆ き

行） ライチョウ、翔んだ。（近藤幸
ゆ き お

夫） 武田の金、毛利の銀（垣根涼
り ょ う す け

介）
毎日10分長生き風呂カラオケ（渡邊雄

ゆ う す け

介） これが最後の仕事になる（講談社） われは熊
く ま ぐ す

楠（岩井圭
け い や

也）
かごいっぱいに詰め込んで（真下みこと）羽生善治のみるみる強くなる将棋入門序盤の指し方（羽生善

よ し は る

治）

著者：小泉八雲著書：松谷みよ子
①『ゆきおんな』

※木島平小学校の図書館にあります
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ど
ん
な
悩
み
も
一
人

で
抱
え
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

この社協だよりは共同募金の配分金で発行されています。

発行：社会福祉法人
　　　　木島平村社会福祉協議会
住所：木島平村大字往郷908-3
ＴＥＬ：0269（82）4888
社協ホームページ
https://sites.google.com/
view/kijima-syakyo/

 さ
わやか笑顔さん

【心配ごと相談員】
（左）土 屋 博 昭さん

（右）本 山 和 子さん

　
共
同
募
金
は
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」

と
し
て
、
す
べ
て
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

● 10 月は赤い羽根共同募金運動の活動強化月間です

●募集方法 全戸配布の募金用封筒、職場や学校での募金、事業所募金、
村内募金箱など

村内の募金

長
野
県
共
同
募
金
会

〈木島平村社協配分〉
啓発事業、敬老訪問
多世代交流事業
福祉協力校支援

〈広域的な活動に配分〉
施設整備、自動車の購入事業
安心安全なまちづくり支援

送金

分配

分配

ふれあい広場ふれあい広場
1010月月2626日（土） 日（土） ９９時〜時〜１４１４時時
社協デイサービスセンター周辺社協デイサービスセンター周辺

と　き

ところ

内　容 ・つくしの家 製品、食品販売・つくしの家 製品、食品販売
・　　　　 フリーマーケット・　　　　 フリーマーケット
・こどもまつり・こどもまつり～芝生広場～～芝生広場～
・各種模擬店・各種模擬店
・ふれあいステージ・ふれあいステージ
　　　　　　　　　など　　　　　　　　　など

にこにこ

募
金
箱

のの開 催
お
知
ら
せ
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事
業
所

紹
　
介

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
日
常
生
活
の
困
り
ご
と

の
解
決
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
心
配
ご
と
相
談
（
予
約
優
先
）

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守

ら
れ
無
料
で
す
。

・
第
１
水
曜
日

・
午
前
９
時
～
12
時
ま
で

◇
無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

・
12
月
18
日　

・
３
月
19
日

・
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◇
ま
い
さ
ぽ
出
張
相
談
所

　

困
り
ご
と
は
人
そ
れ
そ
れ
で
す
。

　
＂
ま
い
さ
ぽ
＂
は
あ
な
た
と
一
緒
に
「
マ
イ
サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ン
」
を
作
っ
て
解
決
に
歩
み
だ
す
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

◇
生
活
準
備
支
援
事
業

　

生
活
困
窮
者
の
緊
急
的
な
経
済
支
援
、
あ
わ
せ
て

障
が
い
者
・
ひ
き
こ
も
り
傾
向
に
あ
る
方
の
就
労
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
ま
す
。

・
作
業
内
容　
　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
分
別

・
作
業
の
対
価　
　

１
時
間
あ
た
り
５
０
０
円

・
作
業
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
、
上
限
一
日

あ
た
り
５
時
間

◇
生
活
福
祉
資
金
貸
付

　

低
所
得
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
世
帯
の
生
活
を
経

済
的
に
支
え
る
た
め
の
長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

貸
付
事
業
で
す
。
失
業
さ
れ
た
方
、
緊
急
的
か
つ
一

時
的
に
生
活
が
困
難
な
方
、
高
等
学
校
や
大
学
な
ど

の
入
学
資
金
や
授
業
料
等
が
必
要
な
方
な
ど
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

◇
く
ら
し
の
資
金
貸
付

　

社
協
独
自
の
貸
付
事
業
で
す
。

◇
緊
急
食
糧
支
援
事
業

　

生
活
困
窮
者
が
安

定
し
た
食
糧
品
を
確

保
で
き
る
ま
で
の
緊

急
措
置
と
し
て
食
糧

品
を
提
供
し
ま
す
。

　

米
や
野
菜
、
缶
詰

な
ど
食
糧
品
の
提
供

に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
ず
は
ご
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

☎
０
２
６
９
（
８
２
）
４
８
８
８

一人で悩まずお気軽にご相談ください
仕事をしたくても
みつからない

生活に困っているけど
頼れる人がいない

ひきこもり状態
から抜け出したい

病気があり仕事や
生活が不安

10/16㈬ 〇安心買い物ツアー
10/23㈬ 〇ふれあいランチ
10/24㈭ 〇集まろう！通いの場「ピース」
10/26㈯ 〇ふれあい広場

11/６㈬
〇心配ごと相談（相談員…調停委員、人権擁護委員、民生児童委員）
〇北信ブロック ボランティアの集い
〇集まろう！通いの場「ピース」

11/13㈬ 〇ふれあいランチ

11/20㈬ 〇安心買い物ツアー
〇集まろう！通いの場「ピース」

11/27㈬ 〇ふれあいランチ

社協の予定社協の予定 10/15 ～ 11/30 あたたかい善意あたたかい善意

他にも、たくさんの方から介護用品や
食材のご寄附をいただきました。
皆様からのご厚意に感謝いたします。

【9月11日】
・ばらの花寿し 海苔巻き　
・筑前煮 ・芋なます
・天ぷら（エビ、ちくわ、さやいんげん、穂じそ）
・かぼちゃのゴマ団子・ブドウ

対象となる方は
右記のとおりです

・一人暮らしの高齢者、障がい者
・高齢者、障がい者のみの世帯
・昼間、高齢者、障がい者のみとなる世帯

栄養豊富な手作りお弁当はいか
がですか？
ご利用を希望される方は、社協 
尾澤までご連絡ください。
調理にご興味のある方、配達に
ご協力いただける方、
是非ご協力ください。

第２、４水曜日を活動日
とし、地域ボランティア
の協力のもと配食サービ
スを行っています。
　１食：４００円
昼食のみ（11時～12時の
間にお届けします）

今月のふれあいランチ

【9月25日】　
・ごはん　・あぶ玉
・鮭のラビゴットソースかけ　
・ジャーマンポテト風サラダ
・人参しりしり　・フルーツ

●ご寄附
・小林せつ子さん
　　　　　食材・・・野菜類



    福原  翔
し ょ う と

飛くん

令和４年７月９日生まれ

361

（南鴨区/塁
るい

さん・愛
あいか

栞さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBD
のどちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳
しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 10 月１日現在
（令和 2 年国勢調査に基づく推計値）

1,970（-2） 2,108（-7） 4,078（-9）1,537（-1）

　
プ
ラ
レ
ー
ル
で
遊
ぶ
こ
と
や
走
る

こ
と
、
野
球
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
す

る
こ
と
が
好
き
な
翔
飛
く
ん
。

　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
「
ア
ン
パ
ン
チ
」

に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

自然劇場
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村
長
ひ
と
こ
と
（
102
）

鉄て

つ

ろ

こ

ん

じ

ゃ

く

路
今
昔

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

　

50
年
近
く
昔
に
な
り
ま
す
が
、
私
が
学
生
の
こ
ろ
東
京
の
玄

関
口
は
上
野
駅
で
し
た
。
バ
ス
で
飯
山
駅
へ
行
き
飯
山
線
に
約

１
時
間
で
長
野
駅
へ
、
そ
こ
か
ら
特
急
な
ら
約
３
時
間
、
急
行

な
ら
約
５
時
間
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
私
は
も
っ
ぱ
ら

急
行
を
利
用
し
、今
ほ
ど
車
社
会
で
は
な
い
た
め
結
構
混
雑
し
、

通
路
に
新
聞
紙
を
敷
い
て
寝
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
混
雑
を
避

け
て
深
夜
に
出
発
す
る
と
、
着
い
た
こ
ろ
都
内
の
始
発
は
動
い

て
い
ま
せ
ん
。
薄
暗
い
上
野
公
園
の
ベ
ン
チ
で
時
間
を
つ
ぶ
し

て
い
る
と
家
出
と
思
わ
れ
、
職
務
質
問
さ
れ
た
こ
と
が
２
度
ほ

ど
あ
り
ま
す
。
横
川
駅
で
は
「
峠
の
釜
め
し
」
が
定
番
で
す
。

ホ
ー
ム
に
降
り
て
買
う
か
、
窓
越
し
に
買
う
か
。
売
り
切
れ
て

買
え
な
い
と
き
は
高
崎
の
「
だ
る
ま
弁
当
」、
車
内
販
売
で
幕

の
内
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
椅
子
席
を
向
か
い
合
わ
せ

に
し
て
酒
盛
り
す
る
喧
騒
と
煙
草
の
煙
の
中
で
車
窓
か
ら
景
色

を
眺
め
た
り
本
を
読
ん
だ
り
。
東
京
へ
行
く
だ
け
で
も
様
々
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
以
来
、
東
京
は
近
く
、
早
く
な
り
ま
し

た
。
車
窓
か
ら
流
れ
る
景
色
に
目
が
回
り
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い

る
う
ち
に
着
い
て
し
ま
い
ま
す
。少
し
早
め
に
朝
食
を
と
れ
ば
、

東
京
で
仕
事
を
済
ま
せ
帰
っ
て
家
族
と
晩
ご
飯
。
片
道
２
時
間

弱
、
そ
こ
に
何
か
入
り
込
む
隙
は
あ
り
ま
せ
ん
。

リ
ニ
ア
新
幹
線
は
尚
更
で
す
。
東
京
・
大
阪
間
は
１
時
間

強
で
着
く
と
さ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
が
多
く
景
色
も
旅
情
も
楽
し
め

な
い
と
嘆
く
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
郊
外
か
ら
首
都
圏
へ
毎

日
１
時
間
以
上
か
け
て
通
勤
電
車
に
乗
っ
て
い
る
人
を
思
え
ば

単
な
る
移
動
手
段
と
割
り
切
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
開
業
が
当

初
よ
り
延
び
、
私
が
乗
る
機
会
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
も
し
乗

れ
た
ら
、
節
約
し
た
移
動
時
間
は
降
り
た
駅
の
そ
の
先
の
楽
し

み
に
費
や
す
こ
と
に
し
ま
す
。

 

10 月掲載承諾分動きの人人人人
ごめいふくをお祈りします

　  ９   .21          部谷沢     　畔上　幸
ゆきひろ

広　　    （72）
　  ９   .23          北　鴨     　内川　啓

ひ ろ え

江　　    （96）
　  ９   .24          高　石     　田中  アキ子

こ

　　  （84）

※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

広報きじま平９月号のお詫びと訂正

・24 ページ掲載の「９月は敬老訪問です」の記
　事内の敬老訪問日の曜日が間違っておりまし
　た。（日・祝）とありますが、正しくは（月・祝）
　です。
・30 ページ掲載の「令和 6 年度二十歳を祝う会
　出席者」の名前の漢字が間違っておりました。
　小林凛さんとありますが、正しくは小林凜さん
　です。お詫びして訂正いたします。
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